
　５つのソーシャルメディアでも情報発信を行っています。ごみ収集日の通知や道路・
公園の不具合の通報機能などLINEには便利な機能もあります。ぜひ、見てみてください。

市のソーシャルメディア 「dボタン広報誌」でも
大野城市の情報を発信しています
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　新年最初は、大牟田市からゲストで「ジャー坊」を
向かえ、ジャンボ版大野ジョーかるたを使った「キャ
ラクターかるた対決」や、参加者のお友達とダイナビ
ジョンを使って絵札の間違い探しなど、お正月遊びを
して楽しみました。
このイベントでは、大野ジョーと、まどかちゃん
と触れ合えます。開催情報は大野ジョー公式SNSで
随時更新中！みんなで、大野ジョーとまどかちゃんと
一緒にあそぼ♪

　「大野ジョーかるた」は、心のふるさと館とプロモー
ション推進課（本館３階）で販売中。家族やお友達と
一緒に楽しんでみてはいかがですか？

去年12月に開催された「船越義珍杯第16回少年世
界空手道選手権大会」で見事優勝した本市在住の松
原湊太さん（19～21歳男子形の部）と小山ゆらさ
ん（12歳女子形の部）が市長を表敬訪問しました。
　２人は同じ晟心館道場に所属しており、今回の世
界大会をはじめ、数多くの大会で好成績を収めてい
ます。この訪問では、試合に挑む姿勢や世界一に輝
いた感想、今後の抱負などを力強く語り、更なる高
みに向け、気合い十分でした。
松原さん、小山さんの今後の活躍を期待しています。

QR code for
English page

外国人向けに広報 「大野城」 の情報をホームページに掲載しています。
Useful information for foreign residents selected from the city magazine “ONOJO”is available on Onojo City’s web site.

掲載している内容は、２月３日㈪時点のものです。

未来をひらく
にぎわいとやすらぎの
コミュニティ都市

大野城市

●主な内容
「令和６年度住民税非課税世帯給付金（１世帯当たり３万円）」および
「こども加算給付金（児童１人当たり２万円）」について ２

市民公益活動促進プラットホームを知っていますか？ ４

令和７年国勢調査調査員を募集します 13
❶テレビのチャンネルを
KBC（1ch）にあわせます。

❷リモコンの「dボタン」を
押します。
❸「dボタン広報誌」を選び、
「決定ボタン」を押します。
※使っているリモコンによりボタンの
　位置は異なります。

【表紙写真】　竹炭焼き体験（１月18日㈯、19日㈰）

木
大野城から世界一へ
空手道　松原湊太さん・小山ゆらさん
市長表敬訪問

心のふるさと館で毎月第１～３土曜・日曜に開
催しているここふるワークショップ。１月はまも
なく来る節分に合わせて、豆まきで使う鬼やお多
福のお面を作りました。
　５種類のお面の下絵から好きなものを選んで色
を塗り、はさみで切り抜いて、最後に帯を貼ると
お面のできあがり。想像を超えたカラフルな色使
い、個性あふれる鬼やお多福が完成して、職員も
驚かされました。お面を頭に着けたまま館内のあ
ちこちに出没する子どもたちの姿に、来館者も春
のおとずれを感じて楽しんでくれたようです。

土
鬼は外、福は内
ここふるワークショップ
「節分のお面を作ろう！」

土
大野ジョー＆まどかちゃんとあそぼ（１月）
大野ジョーかるたで遊ぼう！窯づめ窯づめ1 窯焚口用粘土作り窯焚口用粘土作2 焚き口作り焚き口作り3

火入れ

●主な内容

火入れ火入れ4 窯閉め窯閉め窯閉め5 炭出し炭出し炭出し6 ▲大野ジョーかるた
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物
価
高
の
影
響
を
受
け
る
低
所
得
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

お
よ
び
当
該
世
帯
の
子
育
て
世
帯
に
、
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
世
帯
お
よ
び
要
件

◇
基
本
給
付
（
令
和
６
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
給
付
金
）

令
和
６
年
12
月
13
日
に
大
野
城
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
の
世
帯
主
で

あ
り
、
世
帯
全
員
の
令
和
６
年
度
住

民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
で
あ
る

世
帯

◇
こ
ど
も
加
算
給
付
金

　
基
本
給
付
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
主
と
同
一
生
計
の
平
成
18
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
（
住

所
が
日
本
国
内
に
限
る
。）

※
世
帯
主
に
支
給
し
ま
す
。

※

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
場
合
は
、
基

本
給
付
お
よ
び
こ
ど
も
加
算
給
付
の
支

給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
世
帯
の
中
に
住
民
税
均
等
割
を
課
税
さ

れ
る
所
得
水
準
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
申
告
し
て
い
な
い
人
が
い
る
世
帯

②
既
に
他
の
自
治
体
で
同
制
度
に
よ
る
給

付
金
（
３
万
円
）
を
受
給
し
た
。
ま
た

は
受
給
す
る
予
定
の
世
帯
。

③
世
帯
全
員
が
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ

れ
て
い
る
他
の
親
族
な
ど
の
扶
養
を
受

け
て
い
る
世
帯

④
租
税
条
約
に
よ
り
、
住
民
税
が
免
除
さ

れ
て
い
る
人
が
い
る
世
帯

●
支
給
額

◇
基
本
給
付
　
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

（
１
回
限
り
）

◇
こ
ど
も
加
算
給
付
金
　
対
象
児
童
１

人
当
た
り
２
万
円
（
１
回
限
り
）

●
支
給
手
続
き
支
給
要
件
を
満
た
し
て

お
り
、
か
つ
、
次
に
該
当
す
る
世
帯

主
に
は
、
令
和
７
年
３
月
以
降
順
次

確
認
通
知
書
ま
た
は
申
請
書
兼
請
求

書
を
発
送
予
定
で
す
。

◇
確
認
通
知
書
（
支
給
の
お
知
ら
せ
）

が
届
く
世
帯

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
の
世

帯
主
が
過
去
２
年
間
に
本
市
の
給

付
金
担
当
か
ら
給
付
金
を
受
給
さ

れ
た
世
帯
ま
た
は
公
金
受
取
口
座

を
登
録
し
て
い
る
世
帯
で
す
。
口

座
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合
、
手

続
き
不
要
で
す
。

◇
申
請
書
兼
請
求
書
が
届
く
世
帯

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
の
世
帯

主
が
過
去
２
年
間
に
本
市
の
給
付
金

担
当
か
ら
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
ま
た
は
公
金
受
取
口
座
を

登
録
し
て
い
な
い
世
帯
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
で
手
続
き

が
必
要
で
す
。

◇
税
情
報
の
変
更
（
課
税
世
帯
か
ら
非

課
税
世
帯
）
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象

と
な
る
場
合

申
請
書
を
世
帯
主
が
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市

役
所
本
館
３
階
給
付
金
等
担
当
窓
口

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
類
配
布
・
申
請
受
付
開
始
年
月
日

３
月
３
日
㈪

●
申
請
方
法
◇
オ
ン
ラ
イ
ン
◇
郵
送

（
重
複
し
て
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
予
定
日
令
和
７
年
３
月
下
旬
以

降
順
次
支
給
し
ま
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
申
請

を
市
が
受
理
し
た
日
か
ら
約
１
カ
月
程

度
（
申
請
書
に
不
備
が
あ
る
場
合
、
支

給
が
遅
く
な
り
ま
す
。）

●
申
請
期
限
７
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
提
出
が
な
い
場
合

は
、
給
付
を
辞
退
し
た
と
み
な
し
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
管
理
課
　
給
付
金
等
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
７

「
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
（
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
）」
お
よ
び

「
こ
ど
も
加
算
給
付
金
（
児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
）」
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

納
付
額
通
知
書

納
付
書
で
納
め
て
い
る
人

令
和
６
年
中
の
領
収
印
が
あ
る
領

収
証
書
、
ま
た
は
納
付
額
通
知
書

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
ま
た

は
納
付
額
通
知
書

※
納
付
額
通
知
書
は
、
１
月
17
日
㈮
に
郵

送
済

国
民
年
金
保
険
料

令
和
６
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
（
令
和
６
年
10
月

25
日
〜
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
郵
送
）

※
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
日
が
昨
年

10
月
１
日
以
降
の
人
は
、
２
月
上
旬

に
郵
送

固
定
資
産
税
（
不
動
産
収
入
が
あ
る
人
）

　
令
和
６
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
課
税
資
産
明
細
書

領
収
証
書
な
ど
を
紛
失
し
た
人
へ

領
収
証
書
や
課
税
資
産
明
細
書
を
紛
失
し

た
と
き
は
、
納
付
額
通
知
書
な
ど
を
市
役
所

で
交
付
し
ま
す（
国
民
年
金
保
険
料
を
除
く
）。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
県
民
税
と
申
告

市
税
課
市
民
税
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
２
８

◇
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
額

納
税
課
納
税
管
理
担
当

☎（
５
8
0
）1
8
3
2

◇
固
定
資
産
税

市
税
課
固
定
資
産
税
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
２
９

◇
国
民
年
金
保
険
料

日
本
年
金
機
構

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
１
２

●
対
象
者
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市

内
に
居
住
し
、
か
つ
70
歳
以
上

◇
所
得
が
次
の
い
ず
れ
か

①
公
的
年
金
の
み
②
給
与
の
み
③

公
的
年
金
と
給
与
の
み

※
70
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
所
得
が

あ
る
人
は
、
市
役
所
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

◇
報
酬
に
係
る
雑
所
得
（
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

◇
保
険
契
約
に
よ
る
個
人
年
金
に
係
る

雑
所
得

◇
保
険
契
約
の
満
期
や
解
約
に
伴
う
一

時
所
得

◇
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
や
譲
渡
所
得

税
の
申
告
に
利
用
で
き
る
証
明

市
役
所
で
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

スマートフォン・パソコンで自宅から
確定申告を作成・送信できます。

確定申告は、
自宅からe-Taxで送信！

作成コーナー作成コーナー 検索検索

●
期
間
　
２
月
17
日
㈪
〜
27
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
半

●
会
場
市
役
所
新
館
３
階
　
３
２
２
会

議
室

●
年
金
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

◇
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下

◇
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

2025年２月15日号 22025年２月15日号3 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。



　
物
価
高
の
影
響
を
受
け
る
低
所
得
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

お
よ
び
当
該
世
帯
の
子
育
て
世
帯
に
、
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
世
帯
お
よ
び
要
件

◇
基
本
給
付
（
令
和
６
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
給
付
金
）

令
和
６
年
12
月
13
日
に
大
野
城
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
の
世
帯
主
で

あ
り
、
世
帯
全
員
の
令
和
６
年
度
住

民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
で
あ
る

世
帯

◇
こ
ど
も
加
算
給
付
金

　
基
本
給
付
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
主
と
同
一
生
計
の
平
成
18
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
（
住

所
が
日
本
国
内
に
限
る
。）

※
世
帯
主
に
支
給
し
ま
す
。

※

次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る
場
合
は
、
基

本
給
付
お
よ
び
こ
ど
も
加
算
給
付
の
支

給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
世
帯
の
中
に
住
民
税
均
等
割
を
課
税
さ

れ
る
所
得
水
準
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
申
告
し
て
い
な
い
人
が
い
る
世
帯

②
既
に
他
の
自
治
体
で
同
制
度
に
よ
る
給

付
金
（
３
万
円
）
を
受
給
し
た
。
ま
た

は
受
給
す
る
予
定
の
世
帯
。

③
世
帯
全
員
が
住
民
税
均
等
割
が
課
税
さ

れ
て
い
る
他
の
親
族
な
ど
の
扶
養
を
受

け
て
い
る
世
帯

④
租
税
条
約
に
よ
り
、
住
民
税
が
免
除
さ

れ
て
い
る
人
が
い
る
世
帯

●
支
給
額

◇
基
本
給
付
　
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

（
１
回
限
り
）

◇
こ
ど
も
加
算
給
付
金
　
対
象
児
童
１

人
当
た
り
２
万
円
（
１
回
限
り
）

●
支
給
手
続
き
支
給
要
件
を
満
た
し
て

お
り
、
か
つ
、
次
に
該
当
す
る
世
帯

主
に
は
、
令
和
７
年
３
月
以
降
順
次

確
認
通
知
書
ま
た
は
申
請
書
兼
請
求

書
を
発
送
予
定
で
す
。

◇
確
認
通
知
書
（
支
給
の
お
知
ら
せ
）

が
届
く
世
帯

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
の
世

帯
主
が
過
去
２
年
間
に
本
市
の
給

付
金
担
当
か
ら
給
付
金
を
受
給
さ

れ
た
世
帯
ま
た
は
公
金
受
取
口
座

を
登
録
し
て
い
る
世
帯
で
す
。
口

座
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合
、
手

続
き
不
要
で
す
。

◇
申
請
書
兼
請
求
書
が
届
く
世
帯

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
の
世
帯

主
が
過
去
２
年
間
に
本
市
の
給
付
金

担
当
か
ら
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
ま
た
は
公
金
受
取
口
座
を

登
録
し
て
い
な
い
世
帯
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
で
手
続
き

が
必
要
で
す
。

◇
税
情
報
の
変
更
（
課
税
世
帯
か
ら
非

課
税
世
帯
）
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象

と
な
る
場
合

申
請
書
を
世
帯
主
が
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市

役
所
本
館
３
階
給
付
金
等
担
当
窓
口

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
類
配
布
・
申
請
受
付
開
始
年
月
日

３
月
３
日
㈪

●
申
請
方
法
◇
オ
ン
ラ
イ
ン
◇
郵
送

（
重
複
し
て
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
予
定
日
令
和
７
年
３
月
下
旬
以

降
順
次
支
給
し
ま
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
申
請

を
市
が
受
理
し
た
日
か
ら
約
１
カ
月
程

度
（
申
請
書
に
不
備
が
あ
る
場
合
、
支

給
が
遅
く
な
り
ま
す
。）

●
申
請
期
限
７
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
提
出
が
な
い
場
合

は
、
給
付
を
辞
退
し
た
と
み
な
し
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
管
理
課
　
給
付
金
等
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
１
７

「
令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
（
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
）」
お
よ
び

「
こ
ど
も
加
算
給
付
金
（
児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
）」
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

納
付
額
通
知
書

納
付
書
で
納
め
て
い
る
人

令
和
６
年
中
の
領
収
印
が
あ
る
領

収
証
書
、
ま
た
は
納
付
額
通
知
書

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
ま
た

は
納
付
額
通
知
書

※
納
付
額
通
知
書
は
、
１
月
17
日
㈮
に
郵

送
済

国
民
年
金
保
険
料

令
和
６
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
（
令
和
６
年
10
月

25
日
〜
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
郵
送
）

※
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
日
が
昨
年

10
月
１
日
以
降
の
人
は
、
２
月
上
旬

に
郵
送

固
定
資
産
税
（
不
動
産
収
入
が
あ
る
人
）

　
令
和
６
年
度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
課
税
資
産
明
細
書

領
収
証
書
な
ど
を
紛
失
し
た
人
へ

領
収
証
書
や
課
税
資
産
明
細
書
を
紛
失
し

た
と
き
は
、
納
付
額
通
知
書
な
ど
を
市
役
所

で
交
付
し
ま
す（
国
民
年
金
保
険
料
を
除
く
）。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
県
民
税
と
申
告

市
税
課
市
民
税
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
２
８

◇
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
額

納
税
課
納
税
管
理
担
当

☎（
５
8
0
）1
8
3
2

◇
固
定
資
産
税

市
税
課
固
定
資
産
税
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
２
９

◇
国
民
年
金
保
険
料

日
本
年
金
機
構

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
１
２

●
対
象
者
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市

内
に
居
住
し
、
か
つ
70
歳
以
上

◇
所
得
が
次
の
い
ず
れ
か

①
公
的
年
金
の
み
②
給
与
の
み
③

公
的
年
金
と
給
与
の
み

※
70
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
所
得
が

あ
る
人
は
、
市
役
所
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

◇
報
酬
に
係
る
雑
所
得
（
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

◇
保
険
契
約
に
よ
る
個
人
年
金
に
係
る

雑
所
得

◇
保
険
契
約
の
満
期
や
解
約
に
伴
う
一

時
所
得

◇
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
や
譲
渡
所
得

税
の
申
告
に
利
用
で
き
る
証
明

市
役
所
で
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

スマートフォン・パソコンで自宅から
確定申告を作成・送信できます。

確定申告は、
自宅からe-Taxで送信！

作成コーナー作成コーナー 検索検索

●
期
間
　
２
月
17
日
㈪
〜
27
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
半

●
会
場
市
役
所
新
館
３
階
　
３
２
２
会

議
室

●
年
金
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

◇
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下

◇
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
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　市内の自治組織・ＮＰＯ・ボランティア団体などが行う公益活動を「見える化」し、活動への参加促進や活性
化を図るため、活動を行う団体と参加者が「共通」で利用できる「基盤となる仕組み＝プラットホーム」のことです。
　市民公益活動促進プラットホームでは、次の３つの仕組みを連携して運用することで、「公益活動の好循環」
を生み出します。

　市内で行われている公益活動に関する情報をインターネットを通じて見える化し、
活動団体と活動したい市民をつなぎます。

ボランティアを「探す」「知らせる」
仕組み❶

仕組み❷

仕組み❸

市民公益活動促進プラットホーム総合ポータルサイト

●問い合わせ先
パートナーシップ活動支援センター（ＰＳセンター）

※各コミュニティセンター内
◇南 ☎（596)0686
◇中央 ☎（573)3127
◇東 ☎（504)1428
◇北 ☎（513)0099
※コミュニティセンター休館日
　毎月第３火曜日（祝日の場合、翌日）、12/28～1/4

団体登録
　パートナーシップ活動支援センターで随時登録を
受け付けています。申請方法など詳しくは、ポータ
ルサイトで確認するか、問い合わせてください。

活動に参加することでポイントが付き、参加のきっかけづくりとやりがいを応援します。
ポイントの活用（例）
◇特産品、ジョーくんグッズ、ごみ袋、大野城市商工会商品券などへの交換
◇活動団体への寄附金への交換　など
※ポイントには有効期限があります。

ボランティアでポイントを貯めて、商品と交換

　活動団体が一堂に集まり交流を深めます。団体同士がつながることで、新たな関
係性が生まれ共に成長する機会を提供します。

団体がつながる・成長する

▲まずはサイトへアクセス！

ポイント制度「まどかぷらっと」

市民公益活動促進プラットホーム連絡会議

ボランティア団体

まどかぷらっと登録

　ポータルサイトや
専用アプリ（まどぷ
らアプリ）で登録

パートナーシップ活動支援センターで登録

ボランティアを探す
　ポータルサイトやまどぷらアプリで、「日付」
または「活動内容」から検索してください。

ネット・アプリ

直接申請

Google play App Store

ボランティアへ参加したい人

を知っていますか？
市民公益活動促進プラットホーム

ボランティア
の入口

※18歳未満の登録は、保護者の
同意確認が必要です。（ネット・
アプリで登録しないで、問い
合わせてください。）

　「地域のためにできることからしてみたい！」というあなたの熱い気持ちを、地域貢献活動をとおして、
カタチにしてみませんか。

学校が実施する地域貢献活動を応援します
　ＰＳセンターでは、若い世代が気軽にボラ
ンティアに参加するきっかけとして、学校で、
ボランティアや「まどかぷらっと」に関する
説明会や体験活動への支援をしています。
地域活動を体験することで、地域との関わ
りを深め、思いやりと感謝、勤労、奉仕の精
神を学ぶ良い機会となり、参加した児童・生
徒や学校の先生から共感を得ています。すで
に多くの児童・生徒が「まどかぷらっと」に
登録し、ボランティアに取り組んでいます。
※登録児童・生徒数　計1615人（令和６年
８月時点）

参加の流れ
①「まどぷらパス」を登録
②参加したい活動を調べる
③まどぷらパスを持って活動
に参加（主催者からポイン
トが付与）

④ポイントを交換

登録の条件
公益活動に参加する意思の
ある小学生以上であること
※18歳未満の登録には、保護
者の同意が必要です。

月の浦小学校では、こどもたちが自ら「気
付き、考え、実行する」ことを念頭に、日ご
ろからボランティア活動に力を入れていま
す。平成24年度から青少年赤十字（Junior 
Red Cross：略称「JRC」）の加盟校となり、
今年度新たにJRC委員会を発足。自分たち
ができることを考えながら、主に清掃活動
などを通して地域貢献活動に取り組んでい
ます。

　こどもたちが、普段地域で清掃や見守りなどのボランティア活動をして
いる人たちの存在に気付くことで、自らを「地域の一員」としてとらえ、
主体性や責任感が備わってきていると感じます。また、活動中に、地域の
人に声をかけてもらうこどもたちもいて、励みになっているようです。
　この活動をきっかけに、こどもたちが地域活動に率先して参加するよう
になればと考えています。

子どもたちの変化や気づき
●自分たちのクラス当番順がくるのを、毎回楽しみにしている。
●清掃活動などをしている地域の人に対して、感謝の気持
ちが増した。

●ゴミを捨てると地域が汚れることや、拾う人たちの苦労
が分かった。これからはゴミを捨てないようにしたい。

地域をきれいに!!「月の子クリーンアップ活動」
●活動日　週１回（晴天時）
●活動内容　令和６年５月14日より、登校時に輪番制で
クラスごとにトングを使って通学路の清掃活動を行
う。拾ったゴミは教室前に設置されているゴミ箱へ
分別して廃棄する。

●活動者　３年生以上
※１・２年生は、登校時ではなく、放課後や休日に保護
者と地域のゴミを拾い、学校に持っていきます。

地域貢献活動レポート Vol.2

小中学生のみなさんのボランティア活動を応援します

「地域とともにある学校づくりを」　月の浦小学校の取組

月の浦小学校
清尾校長先生

先生の声
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　市内の自治組織・ＮＰＯ・ボランティア団体などが行う公益活動を「見える化」し、活動への参加促進や活性
化を図るため、活動を行う団体と参加者が「共通」で利用できる「基盤となる仕組み＝プラットホーム」のことです。
　市民公益活動促進プラットホームでは、次の３つの仕組みを連携して運用することで、「公益活動の好循環」
を生み出します。

　市内で行われている公益活動に関する情報をインターネットを通じて見える化し、
活動団体と活動したい市民をつなぎます。

ボランティアを「探す」「知らせる」
仕組み❶

仕組み❷

仕組み❸

市民公益活動促進プラットホーム総合ポータルサイト

●問い合わせ先
パートナーシップ活動支援センター（ＰＳセンター）

※各コミュニティセンター内
◇南 ☎（596)0686
◇中央 ☎（573)3127
◇東 ☎（504)1428
◇北 ☎（513)0099
※コミュニティセンター休館日
　毎月第３火曜日（祝日の場合、翌日）、12/28～1/4

団体登録
　パートナーシップ活動支援センターで随時登録を
受け付けています。申請方法など詳しくは、ポータ
ルサイトで確認するか、問い合わせてください。

活動に参加することでポイントが付き、参加のきっかけづくりとやりがいを応援します。
ポイントの活用（例）
◇特産品、ジョーくんグッズ、ごみ袋、大野城市商工会商品券などへの交換
◇活動団体への寄附金への交換　など
※ポイントには有効期限があります。

ボランティアでポイントを貯めて、商品と交換

　活動団体が一堂に集まり交流を深めます。団体同士がつながることで、新たな関
係性が生まれ共に成長する機会を提供します。

団体がつながる・成長する

▲まずはサイトへアクセス！

ポイント制度「まどかぷらっと」

市民公益活動促進プラットホーム連絡会議

ボランティア団体

まどかぷらっと登録

　ポータルサイトや
専用アプリ（まどぷ
らアプリ）で登録

パートナーシップ活動支援センターで登録

ボランティアを探す
　ポータルサイトやまどぷらアプリで、「日付」
または「活動内容」から検索してください。

ネット・アプリ

直接申請

Google play App Store

ボランティアへ参加したい人

を知っていますか？
市民公益活動促進プラットホーム

ボランティア
の入口

※18歳未満の登録は、保護者の
同意確認が必要です。（ネット・
アプリで登録しないで、問い
合わせてください。）

　「地域のためにできることからしてみたい！」というあなたの熱い気持ちを、地域貢献活動をとおして、
カタチにしてみませんか。

学校が実施する地域貢献活動を応援します
　ＰＳセンターでは、若い世代が気軽にボラ
ンティアに参加するきっかけとして、学校で、
ボランティアや「まどかぷらっと」に関する
説明会や体験活動への支援をしています。
地域活動を体験することで、地域との関わ
りを深め、思いやりと感謝、勤労、奉仕の精
神を学ぶ良い機会となり、参加した児童・生
徒や学校の先生から共感を得ています。すで
に多くの児童・生徒が「まどかぷらっと」に
登録し、ボランティアに取り組んでいます。
※登録児童・生徒数　計1615人（令和６年
８月時点）

参加の流れ
①「まどぷらパス」を登録
②参加したい活動を調べる
③まどぷらパスを持って活動
に参加（主催者からポイン
トが付与）

④ポイントを交換

登録の条件
公益活動に参加する意思の
ある小学生以上であること
※18歳未満の登録には、保護
者の同意が必要です。

月の浦小学校では、こどもたちが自ら「気
付き、考え、実行する」ことを念頭に、日ご
ろからボランティア活動に力を入れていま
す。平成24年度から青少年赤十字（Junior 
Red Cross：略称「JRC」）の加盟校となり、
今年度新たにJRC委員会を発足。自分たち
ができることを考えながら、主に清掃活動
などを通して地域貢献活動に取り組んでい
ます。

　こどもたちが、普段地域で清掃や見守りなどのボランティア活動をして
いる人たちの存在に気付くことで、自らを「地域の一員」としてとらえ、
主体性や責任感が備わってきていると感じます。また、活動中に、地域の
人に声をかけてもらうこどもたちもいて、励みになっているようです。
　この活動をきっかけに、こどもたちが地域活動に率先して参加するよう
になればと考えています。

子どもたちの変化や気づき
●自分たちのクラス当番順がくるのを、毎回楽しみにしている。
●清掃活動などをしている地域の人に対して、感謝の気持
ちが増した。

●ゴミを捨てると地域が汚れることや、拾う人たちの苦労
が分かった。これからはゴミを捨てないようにしたい。

地域をきれいに!!「月の子クリーンアップ活動」
●活動日　週１回（晴天時）
●活動内容　令和６年５月14日より、登校時に輪番制で
クラスごとにトングを使って通学路の清掃活動を行
う。拾ったゴミは教室前に設置されているゴミ箱へ
分別して廃棄する。

●活動者　３年生以上
※１・２年生は、登校時ではなく、放課後や休日に保護
者と地域のゴミを拾い、学校に持っていきます。

地域貢献活動レポート Vol.2

小中学生のみなさんのボランティア活動を応援します

「地域とともにある学校づくりを」　月の浦小学校の取組

月の浦小学校
清尾校長先生

先生の声
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　国民健康保険加入者と後期高齢者医療保険加入者と
も、「脳血管疾患患者」の患者割合が筑紫地区や研究参
加自治体よりも高い傾向が見られます。高血圧、脂質異
常症のほか、高血糖、肥満、喫煙などが要因となるため、
生活習慣病に早くに気付き、脳血管疾患予防のための生
活習慣を心掛けることが必要です。

　国民健康保険加入者では「高血圧、脂質異常症」が、
後期高齢者医療保険加入者では「脂質異常症」の患者
割合が筑紫地区や研究参加自治体よりも高い傾向が見
られます。高血圧、脂質異常症などの生活習慣病は血
管が詰まりやすくなり、脳血管疾患など大きな病気に
つながるため、注意が必要です。

40～74歳の国民健康保険加入者の健診結果から、朝ごはんを抜くことが週に３回以上ある男性の割合は、筑
紫地区や他の研究参加自治体よりも高く、女性の割合は比較先よりわずかに高くなっています。また、男女とも
に年々増加傾向が見られます。

健診で指摘を受けたら
医師に相談していますか？
脳血管疾患患者の増加

健診受けていますか？
高血圧、脂質異常症の増加

チェック 2 チェック 3

　市では九州大学と健診や医療に関する傾向を把握し、健康づくりに生かすため、共同研究を実施しています。
共同研究から、本市の健康に関していくつかの傾向が見られています。
　自分にも当てはまる傾向がないかチェックし、健康づくりに心掛けましょう。

　この共同研究では、匿名化されたデータをもとに、性別、年代、疾患などの属性と
健康状態の関係を統計学的に研究し、市民の健康づくりの対策に役立てています。

●問い合わせ先　健康課健康長寿担当　☎（501)2222

九州大学大学院医学研究院・福田治久准教授から
　今回の分析の結果から、高血圧症や脂質異常症の人の割合が比較的高い傾向にあることが分かりました。最近
の医学研究によって、これらの病気は生活習慣を見直すだけでも改善することが分かっています。運動や食事に
注意して、健康的な生活を長く続けられるように意識していくことが大事です。

市の医療・健診の状況　九州大学との共同研究から

朝食を食べていますか？ 朝食を抜く人が増えていますチェック 1

朝食を抜くことが週に３回以上ある

（国保特定健診2018～2022）

（%）

男性

女性
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7.9

15.5
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15.5
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9.4

16.8

9.8

2018年
性別 2019 2020 2021 2022

　朝ごはんは体温を上げ、
生活リズムを整えるスイッ
チになります。
　準備しやすく、食べやす
いものを少量からでも取り
ましょう。

健康づくりのポイント

市ホームページ

後期高齢者医療保険
（75歳以上）
＋介護保険

負担
割合

３割

２割

１割

212万円

141万円

67万円

31万円

19万円※

56万円

所得区分
（課税所得）

◇現役並み所得　後期高齢者医療制度の保険証の一部負担割合が３割の人
◇区分Ⅱ　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに当てはまらない人
◇区分Ⅰ　世帯全員が住民税非課税で所得が一定基準以下の人
◇一般Ⅰ、一般Ⅱ　上記以外の人

※区分Ⅰの世帯で介護保険サービスの利用者が複数いる場合、医療保険からの支給は
表の自己負担限度額で計算し、介護保険からの支給は、世帯で31万円で計算されます。

高額医療・高額介護合算制度の利用者自己負担限度額
（令和５年８月～令和６年７月分）

現役並み所得Ⅲ
（690万円以上）

現役並み所得Ⅱ
（380万円以上）

現役並み所得Ⅰ
（145万円以上）

一般Ⅱ
（145万円未満）

一般Ⅰ
（145万円未満）
住民税非課税世帯

区分Ⅱ

住民税非課税世帯
区分Ⅰ
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か
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和
６
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７
月
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で
の
一
年
間
に
利
用
し
た
医
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費
な
ど
が

対
象
で
す
。
対
象
者
に
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
書
を
送
り
ま

す
。（
２
月
下
旬
頃
）

●
申
請
方
法
　
◇
窓
口
◇
郵
送

※
申
請
内
容
で
確
認
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
連
絡
先
に
は
、
日
中
に
連
絡
が
取

れ
る
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
方
法
　
口
座
振
込

※
申
請
し
て
か
ら
振
り
込
み
ま
で
半
年
程

度
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
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療
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
７

後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
額
が

高
額
と
な
っ
た
と
き

合
算
額
が
一
定
額
を
超
え
た
分
の
医
療
費
を
支
給
し
ま
す

　「
帯
状
疱
疹
」
は
、
子
ど
も
の
頃
に
か

か
っ
た
水
ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）
の
原
因
で

あ
る
「
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
」
が

引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。
過
労
や
ス
ト
レ

ス
な
ど
に
よ
る
免
疫
力
低
下
な
ど
が
原
因

で
発
症
し
、
50
歳
以
上
か
ら
発
症
率
が
高

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

50
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
帯
状
疱

疹
予
防
接
種
（
任
意
接
種
）
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
期
間
令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令

和
７
年
３
月
31
日
㈪
に
接
種
し
た
も
の

●
申
請
期
限
　
３
月
31
日
㈪
（
必
着
）

※
遅
れ
る
場
合
は
、
必
ず
健
康
課
（
す
こ
や
か

交
流
プ
ラ
ザ
）へ
事
前
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
と
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
感
染
症
対
策
担
当
（
す
こ
や
か

交
流
プ
ラ
ザ
内
）〔
〒
８
１
６‐０
９
３

２
　
瓦
田
４‐２‐１
　
す
こ
や
か
交
流

プ
ラ
ザ
内
〕
☎（
５
０
１
）２
２
２
２

申
請
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

50
歳
以
上
の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す市ホームページ

　
希
望
す
る
人
に
は
、
期
間
内
に
検
査
お

よ
び
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
事
業
終
了
後
は
、
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
年
齢
昭
和
37
日
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性

で
、
こ
れ
ま
で
に
風
し
ん
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

※
対
象
者
に
は
令
和
６
年
５
月
に
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
２
月
末
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
や

ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発
行
は
健
康
課
に
連

風
し
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
２
月
末
で
終
了
し
ま
す

〇年に１回、健診を受け、生活習慣病に早く気
付きましょう。
〇必要な治療を受けましょう。
〇家庭血圧を測りましょう。
〇バランスが取れた食事、適度な運動、しっかり
休養、飲酒は適量、できれば禁煙にチャレンジ

健康づくりのポイント脂質異常症患者割合
60%

男性 女性

50%
40%
30%
20%
10%
0%

大野城市 筑紫地区 研究参加自治体

47.7 45.6 45.6
52.7 50.8 49.6

脳血管疾患患者割合
30%

男性 女性

20%

10%

0%

大野城市 筑紫地区 研究参加自治体

26.0 23.6
20.5

23.6
20.4

17.6
25%

15%

5%

朝食を抜くことが週に３回以上ある
20%

15%

10%

5%

0%

大野城市 筑紫地区 研究参加自治体
男性 女性

16.8 16.0
14.3

9.8 9.8 9.5

詳しくは
こちら
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　国民健康保険加入者と後期高齢者医療保険加入者と
も、「脳血管疾患患者」の患者割合が筑紫地区や研究参
加自治体よりも高い傾向が見られます。高血圧、脂質異
常症のほか、高血糖、肥満、喫煙などが要因となるため、
生活習慣病に早くに気付き、脳血管疾患予防のための生
活習慣を心掛けることが必要です。

　国民健康保険加入者では「高血圧、脂質異常症」が、
後期高齢者医療保険加入者では「脂質異常症」の患者
割合が筑紫地区や研究参加自治体よりも高い傾向が見
られます。高血圧、脂質異常症などの生活習慣病は血
管が詰まりやすくなり、脳血管疾患など大きな病気に
つながるため、注意が必要です。

40～74歳の国民健康保険加入者の健診結果から、朝ごはんを抜くことが週に３回以上ある男性の割合は、筑
紫地区や他の研究参加自治体よりも高く、女性の割合は比較先よりわずかに高くなっています。また、男女とも
に年々増加傾向が見られます。

健診で指摘を受けたら
医師に相談していますか？
脳血管疾患患者の増加

健診受けていますか？
高血圧、脂質異常症の増加

チェック チェック

　市では九州大学と健診や医療に関する傾向を把握し、健康づくりに生かすため、共同研究を実施しています。
共同研究から、本市の健康に関していくつかの傾向が見られています。
　自分にも当てはまる傾向がないかチェックし、健康づくりに心掛けましょう。

　この共同研究では、匿名化されたデータをもとに、性別、年代、疾患などの属性と
健康状態の関係を統計学的に研究し、市民の健康づくりの対策に役立てています。

●問い合わせ先　健康課健康長寿担当　☎（501)2222

九州大学大学院医学研究院・福田治久准教授から
　今回の分析の結果から、高血圧症や脂質異常症の人の割合が比較的高い傾向にあることが分かりました。最近
の医学研究によって、これらの病気は生活習慣を見直すだけでも改善することが分かっています。運動や食事に
注意して、健康的な生活を長く続けられるように意識していくことが大事です。

市の医療・健診の状況　九州大学との共同研究から

朝食を食べていますか？ 朝食を抜く人が増えていますチェック

朝食を抜くことが週に３回以上ある

（国保特定健診2018～2022）
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　朝ごはんは体温を上げ、
生活リズムを整えるスイッ
チになります。
　準備しやすく、食べやす
いものを少量からでも取り
ましょう。

健康づくりのポイント
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後期高齢者医療保険
（75歳以上）
＋介護保険

負担
割合

３割

２割

１割

212万円

141万円

67万円

31万円

19万円※

56万円

所得区分
（課税所得）

◇現役並み所得　後期高齢者医療制度の保険証の一部負担割合が３割の人
◇区分Ⅱ　世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに当てはまらない人
◇区分Ⅰ　世帯全員が住民税非課税で所得が一定基準以下の人
◇一般Ⅰ、一般Ⅱ　上記以外の人

※区分Ⅰの世帯で介護保険サービスの利用者が複数いる場合、医療保険からの支給は
表の自己負担限度額で計算し、介護保険からの支給は、世帯で31万円で計算されます。

高額医療・高額介護合算制度の利用者自己負担限度額
（令和５年８月～令和６年７月分）

現役並み所得Ⅲ
（690万円以上）

現役並み所得Ⅱ
（380万円以上）

現役並み所得Ⅰ
（145万円以上）

一般Ⅱ
（145万円未満）

一般Ⅰ
（145万円未満）
住民税非課税世帯

区分Ⅱ

住民税非課税世帯
区分Ⅰ

　
令
和
５
年
８
月
か
ら
令
和
６
年
７
月
ま

で
の
一
年
間
に
利
用
し
た
医
療
費
な
ど
が

対
象
で
す
。
対
象
者
に
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請
書
を
送
り
ま

す
。（
２
月
下
旬
頃
）

●
申
請
方
法
　
◇
窓
口
◇
郵
送

※
申
請
内
容
で
確
認
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
連
絡
先
に
は
、
日
中
に
連
絡
が
取

れ
る
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
方
法
　
口
座
振
込

※
申
請
し
て
か
ら
振
り
込
み
ま
で
半
年
程

度
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
医
療
担
当

☎（
５
８
０
）１
８
４
７

後
期
高
齢
者
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
額
が

高
額
と
な
っ
た
と
き

合
算
額
が
一
定
額
を
超
え
た
分
の
医
療
費
を
支
給
し
ま
す

　「
帯
状
疱
疹
」
は
、
子
ど
も
の
頃
に
か

か
っ
た
水
ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）
の
原
因
で

あ
る
「
水
痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
」
が

引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。
過
労
や
ス
ト
レ

ス
な
ど
に
よ
る
免
疫
力
低
下
な
ど
が
原
因

で
発
症
し
、
50
歳
以
上
か
ら
発
症
率
が
高

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

50
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
、
帯
状
疱

疹
予
防
接
種
（
任
意
接
種
）
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
期
間
令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令

和
７
年
３
月
31
日
㈪
に
接
種
し
た
も
の

●
申
請
期
限
　
３
月
31
日
㈪
（
必
着
）

※
遅
れ
る
場
合
は
、
必
ず
健
康
課
（
す
こ
や
か

交
流
プ
ラ
ザ
）へ
事
前
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
と
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
感
染
症
対
策
担
当
（
す
こ
や
か

交
流
プ
ラ
ザ
内
）〔
〒
８
１
６‐０
９
３

２
　
瓦
田
４‐２‐１
　
す
こ
や
か
交
流

プ
ラ
ザ
内
〕
☎（
５
０
１
）２
２
２
２

申
請
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

50
歳
以
上
の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す市ホームページ

　
希
望
す
る
人
に
は
、
期
間
内
に
検
査
お

よ
び
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
事
業
終
了
後
は
、
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
年
齢
昭
和
37
日
４
月
２
日
〜
昭

和
54
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性

で
、
こ
れ
ま
で
に
風
し
ん
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

※
対
象
者
に
は
令
和
６
年
５
月
に
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
２
月
末
ま
で
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
や

ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発
行
は
健
康
課
に
連

風
し
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
は
２
月
末
で
終
了
し
ま
す

〇年に１回、健診を受け、生活習慣病に早く気
付きましょう。
〇必要な治療を受けましょう。
〇家庭血圧を測りましょう。
〇バランスが取れた食事、適度な運動、しっかり
休養、飲酒は適量、できれば禁煙にチャレンジ

健康づくりのポイント脂質異常症患者割合
60%

男性 女性

50%
40%
30%
20%
10%
0%

大野城市 筑紫地区 研究参加自治体

47.7 45.6 45.6
52.7 50.8 49.6

脳血管疾患患者割合
30%

男性 女性

20%

10%

0%

大野城市 筑紫地区 研究参加自治体

26.0 23.6
20.5

23.6
20.4

17.6
25%

15%

5%

朝食を抜くことが週に３回以上ある
20%

15%

10%

5%

0%

大野城市 筑紫地区 研究参加自治体
男性 女性

16.8 16.0
14.3

9.8 9.8 9.5

詳しくは
こちら
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水
道
事
業
は
、
市
民
税
な
ど
の
税
金
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
水
道
料
金
で

費
用
を
ま
か
な
う
「
独
立
採
算
制
」
に
よ

り
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、
料
金
負
担
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
水
道
を
使
う
全
て
の
皆
さ
ん

に
使
っ
た
水
量
に
応
じ
て
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
期
限
内
に
納
付
が
な
い

と
、
安
全
で
良
質
な
水
を
届
け
る
た
め
の

施
設
整
備
な
ど
に
充
て
る
財
源
不
足
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
期
限
内
納
付
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
は
、
窓
口
へ
行
か
ず
に
支
払

い
が
で
き
、
支
払
い
忘
れ
も
な
く
大
変
便

利
で
す
。
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

引
っ
越
し
す
る
人
へ

水
道
使
用
中
止
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
引
っ
越
し
の
と
き
は
、
水
道
を
使
用
し

て
い
た
住
所
で
使
用
中
止
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

電
話
で
で
き
ま
す
。
使
用
中
止
ま
で
５
日

未
満
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
転
出
の
際
、
水
道
料
金
は
全
額

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

水
道
料
金
の
期
限
内

納
付
に
協
力
を

インターネットでの
使用中止手続きは
こちらから

消
費
者
ニ
ュ
ー
ス

号

ホットな相
談
事
例

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ
た
投
資
グ
ル
ー
プ
に
加

入
し
、
外
国
の
Ｆ
Ｘ
取
引
所
で
取
引
し
て

い
た
。
40
万
円
投
資
し
て
利
益
が
出
て
い

た
の
で
、
出
金
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

取
引
所
の
担
当
者
か
ら
、「
外
国
の
Ｆ
Ｘ

取
引
な
の
で
、
先
に
税
金
を
支
払
う
必
要

が
あ
る
」と
連
絡
が
あ
り
、12
万
円
支
払
っ

た
。
そ
の
後
も
出
金
で
き
ず
、
さ
ら
に
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
疑
い
を
か
け
ら

れ
、「
金
融
庁
に
保
証
金
15
万
円
支
払
う

よ
う
に
」
と
個
人
名
義
の
口
座
に
振
り
込

む
よ
う
指
示
さ
れ
、
不
審
に
思
っ
た
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
の
Ｆ
Ｘ
取
引
所
で
は
、
投
資
金
が

運
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
詐

欺
で
は
な
い
か
。
相
手
と
の
連
絡
手
段
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
み
で
連
絡
先
は
不
明
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
投
資
グ
ル
ー
プ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。グ
ル
ー
プ
内
の「
簡

単
に
も
う
か
る
」「
確
実
に
利
益
が

出
る
」
な
ど
と
い
う
甘
い
言
葉
や
参

加
者
の
成
功
体
験
に
は
惑
わ
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
確
実
に
も

う
か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
振
込
先
に
個
人
名
義
の
口
座
を
指

定
さ
れ
た
場
合
、
絶
対
に
振
り
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
無
登
録
業
者
と
の
取
引
は
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。Ｆ
Ｘ
取
引
を
行
う

場
合
は
、
必
ず
金
融
商
品
取
引
業

の
登
録
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
登
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

◆
不
安
な
と
き
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
市
消
費
生
活
相
談
（
予
約
不
要
）

平
日
　
午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
半

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
新

館
４
階
）
☎（
５
８
０
）１
９
６
８

●
消
費
者
庁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

☎
１
８
８（
局
番
な
し
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
５
８
０
）１
８
９
７

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
投
資
詐
欺
に

ご
注
意
！

　
市
内
で
は
７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、

人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

1
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
井
石
昭

男
さ
ん
（
緑
ケ
丘
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
い
じ
め
、
体
罰
、
差
別
、
家
庭
内
・
近

隣
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
皆
さ
ん
が
毎
日
生

活
す
る
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
総
務
課

☎（
９
２
２
）２
８
８
１

◇
人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
井
戸
水
を
使
用
し
、
下
水
道
に
排
水
し

て
い
る
家
庭
な
ど
に
対
し
て
、
使
用
人
数

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
を
請
求
し
て
い

ま
す
。
井
戸
水
の
使
用
を
開
始
・
廃
止
す

る
と
き
や
、
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
必
ず
問
い
合
わ
せ
先
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
２
月
下
旬
に
井
戸
水
を
使
用
し

て
い
る
建
物
を
対
象
に
、
使
用
人
数
の
調

査
を
行
い
ま
す
。
調
査
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
回
答
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

氏名
井石昭男
中村恵子
吉本光男
石丸礼子
⻆南敏子
本多桂子
澁田秀美

南

東

北

中央

井
戸
水
の
使
用
を

開
始
・
廃
止
す
る
と
き
は
連
絡
を

　
水
道
の
使
用
水

量
が
い
つ
も
よ
り

多
い
、
使
用
し
て

い
な
い
と
き
に
も

水
洗
ト
イ
レ
の
水

が
出
る
、
家
の
周

り
で
い
つ
も
同
じ
場
所
が
湿
っ
て
い
る
な

ど
の
異
常
を
感
じ
た
ら
、ま
ず
、水
道
メ
ー

タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の
蛇

口
を
全
部
閉
め
た
状
態
で
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
銀
色
の
円
形
の
も
の
）
が
回
っ
て
い
れ

ば
、
漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
は
、
水
道
料
金
の
請
求
額
が
増
え

た
り
、
建
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
野
城
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
給
排
水
設
備
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
８

漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
水
道
料
金
は
、
２
カ
月
に
１
度
、
検
針

員
が
水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
検
針

を
行
い
、
使
用
水
量
を
確
認
し
た
う
え
、

そ
の
水
量
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
水
道
事
業
給
水
条
例
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
い
た
り

車
を
と
め
た
り
せ
ず
、
見
や
す
く
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
検
針
期
間
中
は

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
通
知
を
投
函
し
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
検
針
業
務
の
委
託

　
市
上
下
水
道
局
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
検
針

員
が
訪
問
す
る
際
は
、
受
託
者
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

大野城市
指定給水装置
工事事業者一覧

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
協
力
を

２
月
20
日
㈭
〜
26
日
㈬

2025年２月15日号 82025年２月15日号9 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。



　
水
道
事
業
は
、
市
民
税
な
ど
の
税
金
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
水
道
料
金
で

費
用
を
ま
か
な
う
「
独
立
採
算
制
」
に
よ

り
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
料
金
は
、
料
金
負
担
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
水
道
を
使
う
全
て
の
皆
さ
ん

に
使
っ
た
水
量
に
応
じ
て
負
担
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
期
限
内
に
納
付
が
な
い

と
、
安
全
で
良
質
な
水
を
届
け
る
た
め
の

施
設
整
備
な
ど
に
充
て
る
財
源
不
足
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
期
限
内
納
付
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
口
座
振
替
は
、
窓
口
へ
行
か
ず
に
支
払

い
が
で
き
、
支
払
い
忘
れ
も
な
く
大
変
便

利
で
す
。
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

引
っ
越
し
す
る
人
へ

水
道
使
用
中
止
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
引
っ
越
し
の
と
き
は
、
水
道
を
使
用
し

て
い
た
住
所
で
使
用
中
止
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

電
話
で
で
き
ま
す
。
使
用
中
止
ま
で
５
日

未
満
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
転
出
の
際
、
水
道
料
金
は
全
額

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

水
道
料
金
の
期
限
内

納
付
に
協
力
を

インターネットでの
使用中止手続きは
こちらから

消
費
者
ニ
ュ
ー
ス

号

ホットな

2 6 5

相
談
事
例

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ
た
投
資
グ
ル
ー
プ
に
加

入
し
、
外
国
の
Ｆ
Ｘ
取
引
所
で
取
引
し
て

い
た
。
40
万
円
投
資
し
て
利
益
が
出
て
い

た
の
で
、
出
金
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

取
引
所
の
担
当
者
か
ら
、「
外
国
の
Ｆ
Ｘ

取
引
な
の
で
、
先
に
税
金
を
支
払
う
必
要

が
あ
る
」と
連
絡
が
あ
り
、12
万
円
支
払
っ

た
。
そ
の
後
も
出
金
で
き
ず
、
さ
ら
に
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
疑
い
を
か
け
ら

れ
、「
金
融
庁
に
保
証
金
15
万
円
支
払
う

よ
う
に
」
と
個
人
名
義
の
口
座
に
振
り
込

む
よ
う
指
示
さ
れ
、
不
審
に
思
っ
た
。Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
の
Ｆ
Ｘ
取
引
所
で
は
、
投
資
金
が

運
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
詐

欺
で
は
な
い
か
。
相
手
と
の
連
絡
手
段
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
み
で
連
絡
先
は
不
明
。

ア
ド
バ
イ
ス

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
投
資
グ
ル
ー
プ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。グ
ル
ー
プ
内
の「
簡

単
に
も
う
か
る
」「
確
実
に
利
益
が

出
る
」
な
ど
と
い
う
甘
い
言
葉
や
参

加
者
の
成
功
体
験
に
は
惑
わ
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
確
実
に
も

う
か
る
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
振
込
先
に
個
人
名
義
の
口
座
を
指

定
さ
れ
た
場
合
、
絶
対
に
振
り
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
無
登
録
業
者
と
の
取
引
は
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。Ｆ
Ｘ
取
引
を
行
う

場
合
は
、
必
ず
金
融
商
品
取
引
業

の
登
録
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
登
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

◆
不
安
な
と
き
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
市
消
費
生
活
相
談
（
予
約
不
要
）

平
日
　
午
前
９
時
半
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時
半

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
新

館
４
階
）
☎（
５
８
０
）１
９
６
８

●
消
費
者
庁
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

土
・
日
曜
日
、
祝
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

☎
１
８
８（
局
番
な
し
）

●
問
い
合
わ
せ
先

生
活
安
全
課

☎（
５
８
０
）１
８
９
７

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
投
資
詐
欺
に

ご
注
意
！

　
市
内
で
は
７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、

人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

1
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
井
石
昭

男
さ
ん
（
緑
ケ
丘
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活
動

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
い
じ
め
、
体
罰
、
差
別
、
家
庭
内
・
近

隣
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
皆
さ
ん
が
毎
日
生

活
す
る
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
総
務
課

☎（
９
２
２
）２
８
８
１

◇
人
権
男
女
共
同
参
画
課

☎（
５
８
０
）１
８
４
０

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
井
戸
水
を
使
用
し
、
下
水
道
に
排
水
し

て
い
る
家
庭
な
ど
に
対
し
て
、
使
用
人
数

に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
を
請
求
し
て
い

ま
す
。
井
戸
水
の
使
用
を
開
始
・
廃
止
す

る
と
き
や
、
使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
必
ず
問
い
合
わ
せ
先
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
２
月
下
旬
に
井
戸
水
を
使
用
し

て
い
る
建
物
を
対
象
に
、
使
用
人
数
の
調

査
を
行
い
ま
す
。
調
査
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
回
答
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

氏名
井石昭男
中村恵子
吉本光男
石丸礼子
⻆南敏子
本多桂子
澁田秀美

南

東

北

中央

井
戸
水
の
使
用
を

開
始
・
廃
止
す
る
と
き
は
連
絡
を

　
水
道
の
使
用
水

量
が
い
つ
も
よ
り

多
い
、
使
用
し
て

い
な
い
と
き
に
も

水
洗
ト
イ
レ
の
水

が
出
る
、
家
の
周

り
で
い
つ
も
同
じ
場
所
が
湿
っ
て
い
る
な

ど
の
異
常
を
感
じ
た
ら
、ま
ず
、水
道
メ
ー

タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
の
蛇

口
を
全
部
閉
め
た
状
態
で
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
銀
色
の
円
形
の
も
の
）
が
回
っ
て
い
れ

ば
、
漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
は
、
水
道
料
金
の
請
求
額
が
増
え

た
り
、
建
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
野
城
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
給
排
水
設
備
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
８

漏
水
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　
水
道
料
金
は
、
２
カ
月
に
１
度
、
検
針

員
が
水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
検
針

を
行
い
、
使
用
水
量
を
確
認
し
た
う
え
、

そ
の
水
量
に
応
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
水
道
事
業
給
水
条
例
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物
を
置
い
た
り

車
を
と
め
た
り
せ
ず
、
見
や
す
く
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
検
針
期
間
中
は

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所
に

つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
通
知
を
投
函
し
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
検
針
業
務
の
委
託

　
市
上
下
水
道
局
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
検
針

員
が
訪
問
す
る
際
は
、
受
託
者
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

料
金
施
設
課
料
金
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
２
３

大野城市
指定給水装置
工事事業者一覧

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
協
力
を

２
月
20
日
㈭
〜
26
日
㈬
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　ゆめ畑大野城店は、大野城市とJA筑紫の協定に基づき、
平成21年４月にオープンしました。
　地産地消運動の実践や、農業に関する情報の発信、新鮮・
安心・安全な農産物の供給などをコンセプトにしています。
　大野城市をはじめ、筑紫地区で生産された野菜を中心に、
惣菜や漬物などの加工品や、米、精肉なども取り扱ってい
ます。

店舗長　古賀さんからのメッセージ
　ゆめ畑には、毎朝採れたて新鮮な野菜が畑から直送
されます。人気の野菜は売り切れることもありますの
で、午前中（９時開店）の買い物をお勧めします。

ゆめ畑大野城店の場所〔御笠川１-16-10〕

農産物直売所「ゆめ畑大野城店」

地元野菜を食べよう！  メイド・イン大野城

「ゆめ畑」大野城店
ホームページ

●問い合わせ先
　　産業振興課産業振興担当　☎（580)1894

番外編

国
道
３
号
線

御
笠
川

御笠川４丁目南
交差点●ユニクロ

●北コミュニティ
　センター

ゆめ畑
大野城店

　「食生活について勉強したい」「自分や家族の健康を守りたい」「新たな仲間づくりをしたい」と
思っている人、教室を受講して食生活改善推進員として活動してみませんか。

●日程と内容　（◇調理実習がある日　午前10時～午後１時◇調理実習がない日　午前10時～正午）

●申し込みと問い合わせ先
健康課健康長寿担当（すこやか交流プラザ内）

☎（501)2222　　（584)5656

食生活改善推進員とは
「私たちの健康は、私たちの手で」をスローガン
に、地域における健康づくりや食育の推進の担い
手としてさまざまな活動に取り組むボランティア
団体です。
　食生活改善推進員養成教室を受講し、修了する
と会員になることができます。修了後は、各区の
単位組織に所属して、他の会員の皆さんと一緒に
活動します。

食生活改善推進員養成教室について
●対象者　教室全日程を受講でき、教室修了後、
大野城市食生活改善推進員として地域で食育・
健康づくりに関する活動ができる人

●会場　すこやか交流プラザ
●定員 10人程度
●受講料 500円（年間）
●申込方法　◇窓口◇電話
●申込期限　３月12日㈬

食生活改善推進員養成教室　受講生募集
あなたも地域の食のサポーターになりませんか

開講式４月３日㈭

５月８日㈭

６月５日㈭

７月３日㈭

９月４日㈭

10月２日㈭

12月４日㈭

１月８日㈭

２月５日㈭

◇生活習慣病予防
◇調理実習
◇食品表示・食品添加物
◇調理実習
◇食中毒予防
◇調理実習

◇身体活動・運動習慣

◇乳幼児期・学童期の食育
◇調理実習

◇食事バランスガイド

閉講式

◇健康日本21　大野城健康食育プラン
◇調理実習

※内容は変更する場合があります。

日　程 内　容

•調理は得意ではなかったが、楽しく学ぶことが
できて良かった。

•食のことを学びながら、新たな仲間づくりの
きっかけになった。

•学んだことを自分の周りの人にも伝えていきたい。

参加者の声

●
対
象
　
昭
和
57
年
３
月
30
日
以
前
に

建
て
た
家
屋

※
対
象
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
工
事
内
容
　
◇
防
音
サ
ッ
シ
◇
空
調

機
器
の
設
置
　
な
ど

●
申
込
方
法
　
次
の
書
類
を
提
出

◇
申
込
書
（
２
月
14
日
㈮
か
ら
申
込

先
で
配
布
）

◇
工
事
を
行
う
住
宅
の
登
記
事
項
証

明
書
（
登
記
簿
謄
本
）

●
申
込
期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
５
月
７

日
㈬
（
必
着
）

●
申
し
込
み
先
　
循
環
型
社
会
推
進
課

生
活
環
境
・
最
終
処
分
場
担
当

●
問
い
合
わ
せ
先

空
港
周
辺
整
備
機
構
地
域
振
興
課

☎（
４
７
２
）４
５
９
４

空
港
周
辺
住
宅
の

防
音
工
事
費
用
を

助
成
し
ま
す

　
ご
み
の
減
量
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た

め
に
、
ま
だ
十
分
に
使
え
る
家
電
製
品
や

家
具
・
衣
類
な
ど
は
、「
ご
み
」
と
し
て

捨
て
て
し
ま
う
前
に
、
ぜ
ひ
「
リ
ユ
ー
ス
」

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

「
リ
ユ
ー
ス
」
と
は
？

　「
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）」
と
は
、
不
要

に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
ず
に
繰
り
返
し
使

用
す
る
こ
と
で
す
。

　
市
町
村
が
収
集
す
る
ご
み
の
中
に
は
、

ま
だ
製
品
と
し
て
使
用
可
能
な
も
の
が
１

〜
２
割
程
度
含
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
不
要
に
な
っ
た
も
の
も
、
他
の
人
が
必

要
と
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

リ
ユ
ー
ス
の
方
法

◇
知
人
な
ど
に
譲
る

◇
購
入
元
の
引
取
制
度
を
利
用
す
る

◇
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
で
売
る

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
て
売
る

◇
フ
リ
マ
ア
プ
リ
、
買
取
サ
イ
ト
で
売
る

◇
掲
示
板
な
ど
を
活
用
し
て
、
欲
し
い

人
を
探
し
譲
る

…
な
ど

　
ご
み
と
し
て
捨
て
る
と
、
ご
み
袋
代
な

ど
の
処
分
料
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
譲
っ

た
り
売
っ
た
り
す
れ
ば
、
費
用
が
か
か
ら

な
か
っ
た
り
逆
に
収
入
を
得
ら
れ
た
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
環
境
に
も
財
布
に
も
や
さ
し
い
「
リ

ユ
ー
ス
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・
最

終
処
分
場
担
当☎（

５
８
０
）１
８
８
９

上
手
に
リ
ユ
ー
ス
し
ま
し
ょ
うリユースして

みるじょー！
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　ゆめ畑大野城店は、大野城市とJA筑紫の協定に基づき、
平成21年４月にオープンしました。
　地産地消運動の実践や、農業に関する情報の発信、新鮮・
安心・安全な農産物の供給などをコンセプトにしています。
　大野城市をはじめ、筑紫地区で生産された野菜を中心に、
惣菜や漬物などの加工品や、米、精肉なども取り扱ってい
ます。

店舗長　古賀さんからのメッセージ
　ゆめ畑には、毎朝採れたて新鮮な野菜が畑から直送
されます。人気の野菜は売り切れることもありますの
で、午前中（９時開店）の買い物をお勧めします。

ゆめ畑大野城店の場所〔御笠川１-16-10〕

農産物直売所「ゆめ畑大野城店」

地元野菜を食べよう！  メイド・イン大野城

「ゆめ畑」大野城店
ホームページ

●問い合わせ先
　　産業振興課産業振興担当　☎（580)1894

番外編

国
道
３
号
線

御
笠
川

御笠川４丁目南
交差点●ユニクロ

●北コミュニティ
　センター

ゆめ畑
大野城店

　「食生活について勉強したい」「自分や家族の健康を守りたい」「新たな仲間づくりをしたい」と
思っている人、教室を受講して食生活改善推進員として活動してみませんか。

●日程と内容　（◇調理実習がある日　午前10時～午後１時◇調理実習がない日　午前10時～正午）

●申し込みと問い合わせ先
健康課健康長寿担当（すこやか交流プラザ内）

☎（501)2222　　（584)5656

食生活改善推進員とは
「私たちの健康は、私たちの手で」をスローガン
に、地域における健康づくりや食育の推進の担い
手としてさまざまな活動に取り組むボランティア
団体です。
　食生活改善推進員養成教室を受講し、修了する
と会員になることができます。修了後は、各区の
単位組織に所属して、他の会員の皆さんと一緒に
活動します。

食生活改善推進員養成教室について
●対象者　教室全日程を受講でき、教室修了後、
大野城市食生活改善推進員として地域で食育・
健康づくりに関する活動ができる人

●会場　すこやか交流プラザ
●定員 10人程度
●受講料 500円（年間）
●申込方法　◇窓口◇電話
●申込期限　３月12日㈬

食生活改善推進員養成教室　受講生募集
あなたも地域の食のサポーターになりませんか

開講式４月３日㈭

５月８日㈭

６月５日㈭

７月３日㈭

９月４日㈭

10月２日㈭

12月４日㈭

１月８日㈭

２月５日㈭

◇生活習慣病予防
◇調理実習
◇食品表示・食品添加物
◇調理実習
◇食中毒予防
◇調理実習

◇身体活動・運動習慣

◇乳幼児期・学童期の食育
◇調理実習

◇食事バランスガイド

閉講式

◇健康日本21　大野城健康食育プラン
◇調理実習

※内容は変更する場合があります。

日　程 内　容

•調理は得意ではなかったが、楽しく学ぶことが
できて良かった。
•食のことを学びながら、新たな仲間づくりの
きっかけになった。
•学んだことを自分の周りの人にも伝えていきたい。

参加者の声

●
対
象
　
昭
和
57
年
３
月
30
日
以
前
に

建
て
た
家
屋

※
対
象
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
工
事
内
容
　
◇
防
音
サ
ッ
シ
◇
空
調

機
器
の
設
置
　
な
ど

●
申
込
方
法
　
次
の
書
類
を
提
出

◇
申
込
書
（
２
月
14
日
㈮
か
ら
申
込

先
で
配
布
）

◇
工
事
を
行
う
住
宅
の
登
記
事
項
証

明
書
（
登
記
簿
謄
本
）

●
申
込
期
間
　
４
月
１
日
㈫
〜
５
月
７

日
㈬
（
必
着
）

●
申
し
込
み
先
　
循
環
型
社
会
推
進
課

生
活
環
境
・
最
終
処
分
場
担
当

●
問
い
合
わ
せ
先

空
港
周
辺
整
備
機
構
地
域
振
興
課

☎（
４
７
２
）４
５
９
４

空
港
周
辺
住
宅
の

防
音
工
事
費
用
を

助
成
し
ま
す

　
ご
み
の
減
量
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た

め
に
、
ま
だ
十
分
に
使
え
る
家
電
製
品
や

家
具
・
衣
類
な
ど
は
、「
ご
み
」
と
し
て

捨
て
て
し
ま
う
前
に
、
ぜ
ひ
「
リ
ユ
ー
ス
」

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

「
リ
ユ
ー
ス
」
と
は
？

　「
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）」
と
は
、
不
要

に
な
っ
た
も
の
を
捨
て
ず
に
繰
り
返
し
使

用
す
る
こ
と
で
す
。

　
市
町
村
が
収
集
す
る
ご
み
の
中
に
は
、

ま
だ
製
品
と
し
て
使
用
可
能
な
も
の
が
１

〜
２
割
程
度
含
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
不
要
に
な
っ
た
も
の
も
、
他
の
人
が
必

要
と
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

リ
ユ
ー
ス
の
方
法

◇
知
人
な
ど
に
譲
る

◇
購
入
元
の
引
取
制
度
を
利
用
す
る

◇
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
、
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
で
売
る

◇
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
て
売
る

◇
フ
リ
マ
ア
プ
リ
、
買
取
サ
イ
ト
で
売
る

◇
掲
示
板
な
ど
を
活
用
し
て
、
欲
し
い

人
を
探
し
譲
る

…
な
ど

　
ご
み
と
し
て
捨
て
る
と
、
ご
み
袋
代
な

ど
の
処
分
料
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
譲
っ

た
り
売
っ
た
り
す
れ
ば
、
費
用
が
か
か
ら

な
か
っ
た
り
逆
に
収
入
を
得
ら
れ
た
り
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
環
境
に
も
財
布
に
も
や
さ
し
い
「
リ

ユ
ー
ス
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
先

循
環
型
社
会
推
進
課
生
活
環
境
・
最

終
処
分
場
担
当☎（

５
８
０
）１
８
８
９

上
手
に
リ
ユ
ー
ス
し
ま
し
ょ
うリユースして

みるじょー！
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※
調
査
員
登
録
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
後
、
市
役
所
で
５
〜
10
分
程
度

面
接
（
調
査
員
を
す
る
上
で
の
確
認

な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
期
限
２
月
28
日
㈮
　
平
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）

●
採
用
決
定
調
査
員
の
採
用
可
否
は
、

５
・
６
月
頃
に
通
知
し
ま
す
。

※
希
望
内
容
な
ど
を
勘
案
し
て
調
査
員

を
決
定
す
る
た
め
、
採
用
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
前
回
の
国
勢
調
査
で
は
小
さ
な
子
ど

も
が
い
る
人
や
、
定
年
退
職
後
の
人

な
ど
も
調
査
員
と
し
て
従
事
し
ま
し

た
。
気
軽
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

総
務
管
理
課
選
挙
・
統
計
（
総
務
事

務
セ
ン
タ
ー
）
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
8
9

２つの明るい星が並んでいる「ふたご座」に
今年は火星がやってきます。３つの明るい星で
作られる小さな三角形を見つけましょう。

●日時　３月８日㈯　午後７時～８時50分
●会場　北コミュニティセンター　スタードー
ムまどか

●内容　◇冬の星の観測◇月・惑星の観測
※中学生以下は、保護者が同伴してください。
※雨天曇天時は、室内おはなし会となります。

●問い合わせ先　
北パートナーシップ活動支援センター（北
コミュニティセンター内） ☎（513)0099

スタードームまどかに行こう

ふたご座の三角形
市民星空観望会

シニア世代の生活向上・生きがいづくり・介
護予防に役立つ「社会資源」を集めた小冊子です。
市ホームページから閲覧できます。
●問い合わせ先
すこやか長寿課地域包括支援センター担当

☎（501)2306

大野城市暮らしのもやい帳
第５版発行のお知らせ

アンケート

ホームページ

発
掘
調
査
よ
も
や
ま
話

185

あ
け
て
み
よ
う
！

教
授
に
な
る
高
倉
洋
彰
先
生
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。
新
聞
で
は

一
面
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
、
あ
る
い
は
社

会
面
で
大
き
く
扱
わ
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
中
央

公
民
館
で
の
展
示
に
、
一
日
で
４
０
０
人

以
上
の
見
学
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
貨
布
」
は
長
崎
県
と
大
阪
府
で
た
ま

た
ま
地
上
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今

も
っ
て
、
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
の
は

こ
の
仲
島
遺
跡
出
土
例
だ
け
で
す
。

　
中
国
新
代
は
日
本
の
弥
生
時
代
後
期
の

始
め
ご
ろ
に
当
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
掘
ら

れ
た
溝
か
ら
発
見
さ
れ
れ
ば
問
題
は
な
い

の
で
す
が
、
古
墳
時
代
後
期
の
６
世
紀
後

半
の
溝
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
も

謎
の
一
つ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

担
当

　
　☎（
５
５
８
）5
0
0
0

「
貨
布
」
と
の
出
会
い

　
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
5
月
、
本
市

の
北
部
に
あ
る
仲
島
遺
跡
の
調
査
の
時

で
す
。
幅
が
60
㎝
ほ
ど
で
細
長
く
土
の

色
が
違
う
部
分
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、

水
路
の
跡
と
判
断
し
て
、
深
さ
を
調
べ
る

た
め
に
作
業
員
に
少
し
掘
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
掘
り
上
げ
た
土
の
中
に

小
さ
く
薄
い
板
切
れ
の
よ
う
な
も
の
が
見

え
ま
し
た
。
洗
っ
て
み
る
と
、
青
銅
製
品

の
よ
う
で
、
表
面
に
は
漢
字
か
模
様
か
分

か
ら
な
い
線
が
見
え
ま
し
た
。
一
つ
は
中

国
古
代
貨
幣
の
「
貨
泉
」
の
「
貨
」
の
字

の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
何
で
あ
る
か
を
調
べ
る
た

め
、
都
府
楼
跡
に
あ
っ
た
福
岡
県
の
大
宰

府
調
査
事
務
所
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。

技
師
が
中
国
の
考
古
学
の
概
説
書
の
頁
を

め
く
り
、こ
れ
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま
す
。

私
を
含
め
て
、
そ
の
場
に
い
た
人
た
ち
が

そ
れ
だ
と
言
い
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
農
具
の
鍬
の
よ
う
な
形
を
し
た
貨
幣

で
、
右
に
「
貨
」
の
字
、
左
に
「
布
」
の

字
の
あ
る
、中
国
新
代（
西
暦
8
〜
23
年
）

に
作
ら
れ
た
青
銅
製
貨
幣
「
貨
布
」
で
し

た
。
日
本
で
の
初
出
土
で
す
。
こ
の
時
教

え
て
く
れ
た
技
師
が
後
に
西
南
学
院
大
学

　
令
和
７
年
国
勢
調
査
が
10
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
・
世

帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
５
年
ご
と
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
国
勢
調
査
員
が
世
帯
ご
と
に

調
査
票
を
配
布
し
て
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

で
各
種
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
る
ほ
か
、
学
術
研
究
の
資
料
や
民
間
企

業
に
お
け
る
地
域
特
性
の
分
析
資
料
な
ど

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
総
務
大
臣
に
任
命
さ
れ

る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

●
任
命
期
間
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

（
予
定
）

●
主
な
業
務
内
容
（
予
定
）

◇
９
月
上
旬
の
中
の
一
日

調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

◇
９
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮

調
査
地
域
の
確
認
、
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

ト
イ
ン

◇
９
月
20
日
㈯
〜
30
日
㈫

調
査
の
説
明
、
調
査
票
の
配
布

◇
10
月
１
日
㈬
〜
10
月
８
日
㈬

調
査
票
の
回
収

◇
10
月
９
日
㈭
〜
10
月
16
日
㈭

回
答
状
況
の
確
認

◇
10
月
17
日
㈮
〜
27
日
㈪

未
回
答
世
帯
へ
の
再
訪
問
、
調
査
票

回
収

◇
10
月
下
旬

市
に
調
査
書
類
を
提
出

●
調
査
区
数
１
人
当
た
り
１
〜
２
調
査

区
（
１
調
査
区
は
約
40
〜
80
世
帯
）

●
報
酬
１
調
査
区
担
当
の
場
合
　
約
３

万
５
千
円
〜
４
万
円
、
２
調
査
区
の

場
合
　
約
６
万
円
〜
７
万
円

※
前
回
（
令
和
２
年
）
調
査
の
実
績
の

た
め
、
令
和
７
年
調
査
で
は
変
更
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
担
当
調
査
区
数
、
世
帯
数
に
よ
っ
て

金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

●
募
集
人
数
約
５
０
０
人

●
申
請
要
件
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
８
月
１

日
時
点
で
20
歳
以
上

◇
責
任
を
も
っ
て
統
計
調
査
業
務
を
遂

行
で
き
る

◇
統
計
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
の
秘
密

保
護
を
遵
守
で
き
る

◇
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
が

な
い

◇
暴
力
団
も
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接

な
関
係
を
有
し
て
い
な
い

※
市
外
の
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

◇
申
請
フ
ォ
ー
ム

◇
調
査
員
登
録
申
請
書
を
記
入
し
、
市

役
所
本
館
２
階
　
２
１
１
会
議
室

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室
）
に
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
国
勢
調
査
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

ホームページは
こちらから

申請フォーム

2025年２月15日号 122025年２月15日号13 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。



※
調
査
員
登
録
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
後
、
市
役
所
で
５
〜
10
分
程
度

面
接
（
調
査
員
を
す
る
上
で
の
確
認

な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
期
限

　２
月
28
日
㈮
　
平
日
　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）

●
採
用
決
定

　調
査
員
の
採
用
可
否
は
、

５
・
６
月
頃
に
通
知
し
ま
す
。

※
希
望
内
容
な
ど
を
勘
案
し
て
調
査
員

を
決
定
す
る
た
め
、
採
用
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
前
回
の
国
勢
調
査
で
は
小
さ
な
子
ど

も
が
い
る
人
や
、
定
年
退
職
後
の
人

な
ど
も
調
査
員
と
し
て
従
事
し
ま
し

た
。
気
軽
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

総
務
管
理
課
選
挙
・
統
計
（
総
務
事

務
セ
ン
タ
ー
）
担
当

☎（
５
８
０
）１
９
8
9

　２つの明るい星が並んでいる「ふたご座」に
今年は火星がやってきます。３つの明るい星で
作られる小さな三角形を見つけましょう。

●日時　３月８日㈯　午後７時～８時50分
●会場　北コミュニティセンター　スタードー
ムまどか

●内容　◇冬の星の観測◇月・惑星の観測
※中学生以下は、保護者が同伴してください。
※雨天曇天時は、室内おはなし会となります。

●問い合わせ先　
北パートナーシップ活動支援センター（北
コミュニティセンター内）　 ☎（513)0099

スタードームまどかに行こう

ふたご座の三角形
市民星空観望会

　シニア世代の生活向上・生きがいづくり・介
護予防に役立つ「社会資源」を集めた小冊子です。
市ホームページから閲覧できます。
●問い合わせ先
すこやか長寿課地域包括支援センター担当

☎（501)2306

大野城市暮らしのもやい帳
第５版発行のお知らせ

アンケート

ホームページ

発
掘
調
査
よ
も
や
ま
話

185

あ
け
て
み
よ
う
！ 

教
授
に
な
る
高
倉
洋
彰
先
生
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
し
た
。
新
聞
で
は

一
面
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
、
あ
る
い
は
社

会
面
で
大
き
く
扱
わ
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
中
央

公
民
館
で
の
展
示
に
、
一
日
で
４
０
０
人

以
上
の
見
学
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
貨
布
」
は
長
崎
県
と
大
阪
府
で
た
ま

た
ま
地
上
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今

も
っ
て
、
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
の
は

こ
の
仲
島
遺
跡
出
土
例
だ
け
で
す
。

　
中
国
新
代
は
日
本
の
弥
生
時
代
後
期
の

始
め
ご
ろ
に
当
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
掘
ら

れ
た
溝
か
ら
発
見
さ
れ
れ
ば
問
題
は
な
い

の
で
す
が
、
古
墳
時
代
後
期
の
６
世
紀
後

半
の
溝
か
ら
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
も

謎
の
一
つ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

心
の
ふ
る
さ
と
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

担
当 

　
　  ☎（
５
５
８
）5
0
0
0

「
貨
布
」
と
の
出
会
い

　
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
5
月
、
本
市

の
北
部
に
あ
る
仲
島
遺
跡
の
調
査
の
時

で
す
。
幅
が
60
㎝
ほ
ど
で
細
長
く
土
の

色
が
違
う
部
分
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、

水
路
の
跡
と
判
断
し
て
、
深
さ
を
調
べ
る

た
め
に
作
業
員
に
少
し
掘
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
掘
り
上
げ
た
土
の
中
に

小
さ
く
薄
い
板
切
れ
の
よ
う
な
も
の
が
見

え
ま
し
た
。
洗
っ
て
み
る
と
、
青
銅
製
品

の
よ
う
で
、
表
面
に
は
漢
字
か
模
様
か
分

か
ら
な
い
線
が
見
え
ま
し
た
。
一
つ
は
中

国
古
代
貨
幣
の
「
貨
泉
」
の
「
貨
」
の
字

の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
何
で
あ
る
か
を
調
べ
る
た

め
、
都
府
楼
跡
に
あ
っ
た
福
岡
県
の
大
宰

府
調
査
事
務
所
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。

技
師
が
中
国
の
考
古
学
の
概
説
書
の
頁
を

め
く
り
、こ
れ
じ
ゃ
な
い
か
と
言
い
ま
す
。

私
を
含
め
て
、
そ
の
場
に
い
た
人
た
ち
が

そ
れ
だ
と
言
い
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
農
具
の
鍬
の
よ
う
な
形
を
し
た
貨
幣

で
、
右
に
「
貨
」
の
字
、
左
に
「
布
」
の

字
の
あ
る
、中
国
新
代（
西
暦
8
〜
23
年
）

に
作
ら
れ
た
青
銅
製
貨
幣
「
貨
布
」
で
し

た
。
日
本
で
の
初
出
土
で
す
。
こ
の
時
教

え
て
く
れ
た
技
師
が
後
に
西
南
学
院
大
学

　
令
和
７
年
国
勢
調
査
が
10
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
・
世

帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
５
年
ご
と
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
、
国
勢
調
査
員
が
世
帯
ご
と
に

調
査
票
を
配
布
し
て
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

で
各
種
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
る
ほ
か
、
学
術
研
究
の
資
料
や
民
間
企

業
に
お
け
る
地
域
特
性
の
分
析
資
料
な
ど

に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員

　総
務
大
臣
に
任
命
さ
れ

る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

●
任
命
期
間
　８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

（
予
定
）

●
主
な
業
務
内
容
（
予
定
）

◇
９
月
上
旬
の
中
の
一
日

調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

◇
９
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮

調
査
地
域
の
確
認
、
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

ト
イ
ン

◇
９
月
20
日
㈯
〜
30
日
㈫

調
査
の
説
明
、
調
査
票
の
配
布

◇
10
月
１
日
㈬
〜
10
月
８
日
㈬

調
査
票
の
回
収

◇
10
月
９
日
㈭
〜
10
月
16
日
㈭

回
答
状
況
の
確
認

◇
10
月
17
日
㈮
〜
27
日
㈪

未
回
答
世
帯
へ
の
再
訪
問
、
調
査
票

回
収

◇
10
月
下
旬

市
に
調
査
書
類
を
提
出

●
調
査
区
数

　１
人
当
た
り
１
〜
２
調
査

区
（
１
調
査
区
は
約
40
〜
80
世
帯
）

●
報
酬

　１
調
査
区
担
当
の
場
合
　
約
３

万
５
千
円
〜
４
万
円
、
２
調
査
区
の

場
合
　
約
６
万
円
〜
７
万
円

※
前
回
（
令
和
２
年
）
調
査
の
実
績
の

た
め
、
令
和
７
年
調
査
で
は
変
更
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
担
当
調
査
区
数
、
世
帯
数
に
よ
っ
て

金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

●
募
集
人
数

　約
５
０
０
人

●
申
請
要
件

　次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

◇
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
８
月
１

日
時
点
で
20
歳
以
上

◇
責
任
を
も
っ
て
統
計
調
査
業
務
を
遂

行
で
き
る

◇
統
計
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
の
秘
密

保
護
を
遵
守
で
き
る

◇
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
が

な
い

◇
暴
力
団
も
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接

な
関
係
を
有
し
て
い
な
い

※
市
外
の
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

◇
申
請
フ
ォ
ー
ム

◇
調
査
員
登
録
申
請
書
を
記
入
し
、
市

役
所
本
館
２
階
　
２
１
１
会
議
室

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室
）
に
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
国
勢
調
査
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

ホームページは
こちらから

申請フォーム
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　福岡県内を中心に活動する演奏団体による弦楽四重
奏のコンサートを行います。
●日時　３月２日㈰　午後２時～３時
●会場　心のふるさと館１階　ジョーホール

　心のふるさと館と韓国国立公州大学校歴史博物館
は、平成30年度から両館の学術文化交流の推進に関
して協定を締結しています。

ここふるスプリングコンサート

調査研究成果報告会「百済文化と大野城」

心のふるさと館〔〒816-0934　曙町３-８-３〕
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌平日） ●開館時間　午前９時～午後７時

申し込みと
問い合わせ先

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

　目加田　誠さん（1904～1994）の生誕120周年を
記念した展示を行います。戦前の北京留学の様子を記
した「北平日記」や自筆の原稿など、普段目にする機
会の少ない貴重な資料を紹介します。
●日時　２月26日㈬～４月６日㈰　午前９時～午後
７時

●会場　心のふるさと館２階　ミニテーマ展示

目加田誠生誕120周年記念
「偃武修文の心、馬を華山に帰す」

　東日本大震災から今年で14年。津波で大きな被害を
受けた岩手県沿岸部の被災地復興のあゆみを伝えるポ
スター展を開催します。
　震災の記憶を風化させないために、いつか来るかも
しれない災害に備えるために、いわて14年のあゆみを
振り返ってみませんか。
●日時　３月４日㈫～23日㈰　午前９時～午後７時
●会場　心のふるさと館１階　ジョーホール

岩手県復興ポスター展

　心のふるさと館の館長赤司善彦による「館長講座」
です。
●日時　３月８日㈯　午後２時～４時（受付　午後１
時半～）

●会場　心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室
●演題　文学と大宰府
●定員 80人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓

口◇はがき◇ＦＡＸ（イベント名・氏
名・住所・電話番号を記入）

●申込期間　２月15日㈯～24日（振・月）

令和６年度ここふるカレッジ
「館長講座」第２回

申込フォーム

申込フォーム

ここふるショップ実行委員会事務局
（心のふるさと館内）
☎（558)5000

　　 cfshop@city.onojo.fukuoka.jp
●営業時間　午前10時～午後６時
（ラストオーダー　午後５時半）

●店休日　月曜日（祝日の場合は翌平日）

　ここふるショップでは、東北地方・熊本県の特産品・
名産品を販売し、収益の一部を被災地へ寄付する被災
地支援事業を行っています。
　３月11日㈫に東日本大震災から14年、４月14日㈪
に熊本地震から９年を迎えるにあたり、被災地応援
フェアを開催します。
　フェア期間中は、被災地応援商品を税込1200円以
上購入すると先着で岩手県産米がもらえます。食べて
被災地復興を応援しましょう。
　また、店頭では、令和６年能登半島地震支援の募金
箱も設置しています。皆さんの協力をお願いします。
●日時　３月４日㈫～４月20日㈰　午前10時～午後

６時
●会場　心のふるさと館１階　ここふるショップ

ここふるショップ　被災地応援フェア

●出演者　ひばりカルテット（バイオリン　古舘麻
美子さん、菊池壮一郎さん、ビオラ　角田　栞
さん、チェロ　山崎洋平さん）
2014年結成。バイオリンの古舘麻美子さん（第
62回全日本学生音楽コンクール福岡大会第１
位）を筆頭に、九大フィルハーモニー・オーケ
ストラで歴代首席を務めたＯＢ・ＯＧにて構成さ
れ、依頼演奏を中心に県内外で多数の活動実績
あり。

●曲目 ◇アイネクライネナハトムジーク◇アンパン
マンマーチ◇ディズニー３曲（美女と野獣、星に
願いを、ホールニューワールド）◇四季より春

　今回は、大野城市の名前の由来となった朝鮮式山城
「大野城」のルーツともいえる韓国公州市の「公山城」
などの史跡についての紹介や、百済土器・新羅土器に
ついての調査研究成果を発表します。
●日時　３月９日㈰　午後２時～４時
●会場 心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室
●内容と講師
◇公州大学校歴史博物館との学術文化交流事業
について〔齋藤明日香（心のふるさと館）〕
◇百済文化と大野城市〔上田龍児（心のふるさ
と館）〕
◇百済・公山城出土の土器について〔山元瞭平（心
のふるさと館）〕

●定員 80人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓口◇はがき

◇ＦＡＸ（イベント名・氏名・電話番
号・メールアドレスを記入）

●申込期間　２月15日㈯～３月２日㈰

2025年２月15日号 142025年２月15日号15 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。



　福岡県内を中心に活動する演奏団体による弦楽四重
奏のコンサートを行います。
●日時　３月２日㈰　午後２時～３時
●会場　心のふるさと館１階　ジョーホール

　心のふるさと館と韓国国立公州大学校歴史博物館
は、平成30年度から両館の学術文化交流の推進に関
して協定を締結しています。

ここふるスプリングコンサート

調査研究成果報告会「百済文化と大野城」

心のふるさと館〔〒816-0934　曙町３-８-３〕
●休館日　月曜日（祝日の場合は翌平日） ●開館時間　午前９時～午後７時

申し込みと
問い合わせ先

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

心のふるさと館ミュージアム担当
☎（558)5000 　　（558)2207
cocofuru@city.onojo.fukuoka.jp

　目加田　誠さん（1904～1994）の生誕120周年を
記念した展示を行います。戦前の北京留学の様子を記
した「北平日記」や自筆の原稿など、普段目にする機
会の少ない貴重な資料を紹介します。
●日時　２月26日㈬～４月６日㈰　午前９時～午後
７時

●会場　心のふるさと館２階　ミニテーマ展示

目加田誠生誕120周年記念
「偃武修文の心、馬を華山に帰す」

　東日本大震災から今年で14年。津波で大きな被害を
受けた岩手県沿岸部の被災地復興のあゆみを伝えるポ
スター展を開催します。
　震災の記憶を風化させないために、いつか来るかも
しれない災害に備えるために、いわて14年のあゆみを
振り返ってみませんか。
●日時　３月４日㈫～23日㈰　午前９時～午後７時
●会場　心のふるさと館１階　ジョーホール

岩手県復興ポスター展

　心のふるさと館の館長赤司善彦による「館長講座」
です。
●日時　３月８日㈯　午後２時～４時（受付　午後１
時半～）

●会場　心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室
●演題　文学と大宰府
●定員 80人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓

口◇はがき◇ＦＡＸ（イベント名・氏
名・住所・電話番号を記入）

●申込期間　２月15日㈯～24日（振・月）

令和６年度ここふるカレッジ
「館長講座」第２回

申込フォーム

申込フォーム

ここふるショップ実行委員会事務局
（心のふるさと館内）
☎（558)5000

　　 cfshop@city.onojo.fukuoka.jp
●営業時間　午前10時～午後６時
（ラストオーダー　午後５時半）

●店休日　月曜日（祝日の場合は翌平日）

　ここふるショップでは、東北地方・熊本県の特産品・
名産品を販売し、収益の一部を被災地へ寄付する被災
地支援事業を行っています。
　３月11日㈫に東日本大震災から14年、４月14日㈪
に熊本地震から９年を迎えるにあたり、被災地応援
フェアを開催します。
　フェア期間中は、被災地応援商品を税込1200円以
上購入すると先着で岩手県産米がもらえます。食べて
被災地復興を応援しましょう。
　また、店頭では、令和６年能登半島地震支援の募金
箱も設置しています。皆さんの協力をお願いします。
●日時　３月４日㈫～４月20日㈰　午前10時～午後

６時
●会場　心のふるさと館１階　ここふるショップ

ここふるショップ　被災地応援フェア

●出演者　ひばりカルテット（バイオリン　古舘麻
美子さん、菊池壮一郎さん、ビオラ　角田　栞
さん、チェロ　山崎洋平さん）
2014年結成。バイオリンの古舘麻美子さん（第
62回全日本学生音楽コンクール福岡大会第１
位）を筆頭に、九大フィルハーモニー・オーケ
ストラで歴代首席を務めたＯＢ・ＯＧにて構成さ
れ、依頼演奏を中心に県内外で多数の活動実績
あり。

●曲目 ◇アイネクライネナハトムジーク◇アンパン
マンマーチ◇ディズニー３曲（美女と野獣、星に
願いを、ホールニューワールド）◇四季より春

　今回は、大野城市の名前の由来となった朝鮮式山城
「大野城」のルーツともいえる韓国公州市の「公山城」
などの史跡についての紹介や、百済土器・新羅土器に
ついての調査研究成果を発表します。
●日時　３月９日㈰　午後２時～４時
●会場 心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室
●内容と講師
◇公州大学校歴史博物館との学術文化交流事業
について〔齋藤明日香（心のふるさと館）〕

◇百済文化と大野城市〔上田龍児（心のふるさ
と館）〕

◇百済・公山城出土の土器について〔山元瞭平（心
のふるさと館）〕

●定員 80人（申込多数の場合は抽選）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓口◇はがき

◇ＦＡＸ（イベント名・氏名・電話番
号・メールアドレスを記入）

●申込期間　２月15日㈯～３月２日㈰
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　四王寺山には、市名の由来になった大野城跡があり、
また自然環境を活かした「ワンヘルスの森」としても
注目されています。講演会と現地散策を通して四王寺
山の魅力に触れてみませんか。
●日時　３月15日㈯　午後１時～５時（受付　午後０
時半～）

※雨天決行（現地見学の行程変更）
●集合と解散場所　心のふるさと館
●内容
①第１部　講演会「大野城跡とワンヘルスの森」
◇講師　赤司善彦（大野城心のふるさと館館長）
◇会場　心のふるさと館Ｍ２階　講座学習室
◇時間　午後１時～２時

大野城跡とワンヘルスの森を楽しむ

　山城楽講では、ふるさとの歴史や文化財を学び、史
跡案内をしています。市内の遺跡について深く学び、
水城跡や大野城跡、牛頸須恵器窯跡などのガイドを目
指してみませんか。

史跡案内ボランティア養成講座
「山城楽講」を開講します

古代山城関連事業推進協議会（事務局：心のふ
るさと館文化財担当）
（平日　午前８時半～午後５時）
☎（558)2206 　　（558)2219
furusato@city.onojo.fukuoka.jp

●対象者　大野城跡などの史跡を案内するガイドボラ
ンティア（心のふるさと館館外サポーター）を目
指し、山歩きができる健脚の人

●研修期間　４月25日㈮～令和８年３月27日㈮（毎
月１回、合計12回）

●研修時間　午後２時～５時
※研修内容によって時間が変更になることがあります。
●研修内容　◇心のふるさと館での学習◇大野城跡や
水城跡、市内の遺跡での実地研修

●募集定員 20人（先着順）
●申込方法　◇申込フォーム◇総合案内窓口
●申込期間　２月17日㈪～４月16日㈬

②第２部　大野城跡・ワンヘルスの森　散策（解説
付き）
◇会場　四王寺県民の森センター発着
◇時間　午後２時半～４時半
※心のふるさと館と四王寺県民森センターの間はバ
ス移動

●定員 50人（申込多数の場合は抽選）
※動きやすい服装・靴で来てください。飲み物などは
各自持ってきてください。

●申込方法　◇申込フォーム◇ＦＡＸ◇はがき◇総合
案内窓口（氏名・年齢・住所・電話番号を記入）

●申込期間　２月15日㈯～３月４日㈫

赤ちゃんと一緒に、ふれあい遊び、読み聞かせなどを     
楽しみませんか。子育てに役立つ講話、育児相談、保護
者同士の交流もあります。

●対象者　生後３～12カ月のこどもとその保護者
※きょうだいを連れての参加はできません。
●期日　◇南・東地区に住んでいる人　３月３日㈪

◇北地区に住んでいる人　３月10日㈪
◇中央地区に住んでいる人　３月17日㈪

●時間　午前10時半～正午（受付　午前10時～）
※駐車場には限りがあります。
●定員　各回50組（先着順）
●必要なもの　おくるみまたはバスタオル
●会場と問い合わせ先
れいわ子ども情報センター　子育て応援フロア（すこやか交流プラザ３階）　　☎（573）8219

　ふるかわ公園内で、野外調理を行う楽しいイベントです。

●日時　３月16日㈰　午前10時～午後１時（少雨決行）
●場所　ふるかわ公園内トラスト協会事務所〔御笠川〕
●講師　トラスト協会会員
●定員　６家族（先着５家族＋会員枠１家族）
●必要な物　◇エプロン◇軍手◇タオル◇飲み物
●申込期間　３月３日㈪～７日㈮　午前８時半～午後５時
●申込方法　電話
●申し込みと問い合わせ先
（公財）おおのじょう緑のトラスト協会

☎（558)1750
●問い合わせ先

循環型社会推進課ゼロカーボン推進担当
☎（580)1886

アウトドアクッキング

親子で遊んでお友達をつくろう

あかちゃん広場

申込フォーム

申込フォーム
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また自然環境を活かした「ワンヘルスの森」としても
注目されています。講演会と現地散策を通して四王寺
山の魅力に触れてみませんか。
●日時　３月15日㈯　午後１時～５時（受付　午後０
時半～）

※雨天決行（現地見学の行程変更）
●集合と解散場所　心のふるさと館
●内容
①第１部　講演会「大野城跡とワンヘルスの森」
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ンティア（心のふるさと館館外サポーター）を目
指し、山歩きができる健脚の人
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月１回、合計12回）

●研修時間　午後２時～５時
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※心のふるさと館と四王寺県民森センターの間はバ
ス移動

●定員 50人（申込多数の場合は抽選）
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◇北地区に住んでいる人　３月10日㈪
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●講師　トラスト協会会員
●定員　６家族（先着５家族＋会員枠１家族）
●必要な物　◇エプロン◇軍手◇タオル◇飲み物
●申込期間　３月３日㈪～７日㈮　午前８時半～午後５時
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庭
内
の
も
め
事
◇
セ
ク
ハ

ラ・ス
ト
ー
カ
ー
　
な
ど

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、職

員
が
毎
日（
土・日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）、人
権
擁
護
委
員
が
月・水・

金
曜
日
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫

支
局
総
務
課
　
☎（
９
２
２
）２
８

８
１

ふ
ー
ち
ゃ
ん
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

公
開
講
座

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
原
則
や
活
動
紹
介

な
ど
の
講
座
で
す
。

日
時
　
２
月
25
日
㈫
　
午
前
10
時

半
〜
11
時
半

生
活
福
祉
資
金
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
相
談
な
ど
、生
活
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
の
整
理
に
役

立
つ
講
座
で
す
。

日
時
　
３
月
25
日
㈫
　
午
前
10
時

半
〜
11
時
半

　
　
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
　

大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
☎（
５
７
２
）７
７
０
０

福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会

事
業
者
向
け
無
料
セ
ミ
ナ
ー

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

日
時
　
３
月
６
日
㈭
　
午
後
１
時

半
〜
４
時
40
分

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

弁
護
士・社
会
保
険
労
務
士

に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

や
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
労
務
管
理

申
込
方
法
　
電
話（
先
着
順
）

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

福
岡

県
社
会
保
険
労
務
士
会
福
岡
南

支
部
事
務
局
　
☎（
４
１
４
）８
８

０
５

赤
十
字
講
習
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

救
急
法
基
礎
講
習

対
象
者
15
歳
以
上

日
時
　
３
月
11
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装

受
講
料
　
１
５
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
３
月
１
日
㈯（
必
着
）

救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

対
象
者

15
歳
以
上
の
救
急
法
基
礎

講
習
修
了
者（
認
定
証
発
行
日
か

ら
５
年
以
内
）

日
時
　
３
月
12
日
㈬・13
日
㈭
　
午

前
９
時
半
〜
午
後
５
時

必
要
な
も
の
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装
◇
赤
十
字

救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証

受
講
料
　
２
１
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
３
月
２
日
㈰（
必
着
）

定
員
　
各
40
人（
先
着
）

内
容
　
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防

止
や
救
命・応
急
手
当
な
ど

会
場
　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

〔
福
岡
市
南
区
大
楠
〕

申
込
方
法

◇
は
が
き
◇
Ｆ
Ａ
Ｘ
◇

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
講
習
名
、開
催

日
、会
場
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、性

別
、生
年
月
日
、郵
便
番
号
、住

所
、電
話
番
号
を
記
入
）

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

日
本

赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事
業
課

講
習
普
及
係〔
〒
８
１
５‐８
５
０

３
　
福
岡
市
南
区
大
楠
３‐１‐

１
〕
☎（
５
２
３
）１
１
７
２
　
　

（
５
２
１
）２
５
５
２

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
点
字
、視
覚
障
が
い
者
の

支
援
に
関
心
が
あ
り
、最
後
ま
で
出

席
で
き
る
人

日
時
　
４
月
１
日
㈫
〜
７
月
１
日
㈫

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
12
回
）

会
場
　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
４
階
会
議
室

〔
福
岡
市
中
央
区
長
浜
〕

内
容
　
◇
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
養
成

◇
点
字
文
化
に
触
れ
る

定
員
20
人（
先
着
）

申
込
開
始
　
３
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｋ
Ｂ

Ｃ
開
発
㈱
点
字
教
室
係
　
☎（
７

５
１
）４
０
７
０
　
　（
７
１
５
）１

１
４
８

宅
建（
宅
地
建
物
取
引
士
）

講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

４
月
15
日
㈫
〜
７
月
22
日
㈫

火・金
曜
日
　
午
後
６
時
半
〜
９

時（
最
終
日
は
午
後
８
時
半
ま
で
）

全
27
回・67
時
間

※
４
月
29
日（
祝・火
）、５
月
６
日

（
振・火
）は
休
講

会
場
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

（
福
岡
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容
　
不
動
産
取
引
業
務
に
欠
か
せ

な
い
資
格「
宅
地
建
物
取
引
士
」の

受
験
対
策
講
習

定
員
25
人（
先
着
）

受
講
料
　
６
万
２
０
０
０
円（
参
考
書

代
、問
題
集
代
、資
料
代
、消
費
税

を
含
む
）

申
込
開
始
　
３
月
４
日
㈫
　
午
前
９
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

職
業

訓
練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練

協
会
　
☎（
６
７
１
）６
８
３
１
　

　（
６
７
２
）２
１
３
３

※
受
講
料
の
記
述
の
な
い
講
習
・

教
室
は
無
料

講
習
・
講
座

わたしと本わたしと本 5

「
み
ん
な
あ
か
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
」

鈴
木
ま
も
る

（
小
峰
書
店
）

双
子
を
お
腹

に
授
か
っ
た
と

き
、
母
親
が
「
夫
婦
で
一
緒
に
読
む
ん

だ
よ
」と
、渡
し
て
く
れ
た
こ
の
絵
本
。

妊
娠
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
始
ま
り
、
３

歳
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
の
あ
ら
ゆ
る

表
情
・
動
作
・
成
長
過
程
が
、
細
か
で

か
わ
い
い
絵
で
、
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
実
感
の
な
か
っ
た
妊
娠
期
は
不

安
を
抱
え
つ
つ
本
を
眺
め
、
怒
涛
の
双

子
育
児
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
「
あ
〜
こ

れ
、
や
る
や
る
！
」
と
笑
顔
に
な
り
、

双
子
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
は「
こ
れ
、

あ
な
た
も
良
く
や
っ
て
た
の
よ
」
と
一

緒
に
読
み
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
今

は
懐
か
し
さ
と
共
に
じ
っ
く
り
味
わ
い

な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
自
分
も
こ
の
愛

お
し
い
時
期
が
あ
り
、
愛
情
を
も
ら
っ

て
き
た
ん
だ
な
と
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た

人
々
、「
み
ん
な
」
を
大
切
に
し
た
く

な
る
絵
本
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化

担
当

☎（
５
８
０
）１
９
９
６

◇
ま
ど
か
ぴ
あ
図
書
館

☎（
５
８
６
）４
０
１
０

あ
そ
び
お
ど
り
企
画
　
オ
ド
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
代
表
　
岩
下
愛

「
チ
キ
カ
ン
グ
ー
」

樋
勝
朋
巳

（
こ
ぐ
ま
社
）

色
ん
な
場
所
で
、
色
ん
な
人
と
ダ
ン

ス
を
す
る
、
と
い
う
事
を
職
業
に
し
て

い
ま
す
が
、
作
品
制
作
の
ア
イ
デ
ア
を

絵
本
か
ら
も
ら
う
事
が
あ
り
ま
す
。
保

育
士
さ
ん
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
踊
り

出
す
絵
本
が
あ
る
よ
！
と
紹
介
さ
れ
た

こ
の
本
。
タ
イ
ト
ル
は
「
チ
キ
カ
ン
グ

ー
」。
な
ん
て
わ
く
わ
く
す
る
言
葉
の

リ
ズ
ム
で
し
ょ
う
！

　
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
い
る
犬
が
、
タ
ン
バ
リ
ン
を
持
っ
て

「
チ
キ
カ
ー
ン
グ
ー
」
と
、
歩
い
て
い

る
。
猫
・
お
い
も
・
人
間
（
多
分
）
と
、

リ
ズ
ム
を
唱
え
る
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
く
る
。

そ
れ
だ
け
な
の
に
、
読
む
人
の
心
が
ど

ん
ど
ん
踊
り
出
し
、
読
む
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
体
を
使
っ
て
リ
ズ
ム
で
お
し
ゃ

べ
り
し
た
く
な
る
。
そ
ん
な
絵
本
で
す
。

一
昨
年
、
ま
ど
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
絵
本
と
ダ
ン
ス
」
で

チ
キ
カ
ン
グ
ー
を
読
み
、
大
人
も
子
ど

も
も
み
ん
な
で
輪
に
な
り
、
踊
っ
て
・

叫
ん
で
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
す
て
き

な
思
い
出
で
す
。

本の紹介を通して、皆さんも特別な一冊を見つけてみませんか。
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お知らせコーナー
※
会
場
で
の
無
料
相
談
の
後
に
、
書

類
作
成
や
ト
ラ
ブ
ル
解
決
な
ど
に

移
る
と
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談

遺
言
・
相
続
・
任
意
後
見
等
の

無
料
相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

２
月
20
日
㈭
　
午
前
９
時
〜

正
午

会
場
　
中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

２
階
　
研
修
室
２

内
容

◇
相
続
◇
登
記
◇
遺
言
◇

任
意
後
見
◇
家
族
信
託
◇
外
国

人
ビ
ザ
◇
相
続
土
地
国
庫
帰
属
◇

遺
言
書
必
要
度
診
断
　
な
ど

定
員
５
組
程
度

相
談
員
中
村
圭
一
さ
ん
（
司
法
書

士
・
行
政
書
士
）

申
込
方
法
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
司
法

書
士
・
行
政
書
士
Ｋ
１
オ
フ
ィ
ス

☎（
９
８
６
）１
５
０
０

行
政
書
士
に
よ
る
相
続
・
遺

言・成
年
後
見
な
ど
に
つ
い
て

の
無
料
相
談
会（
予
約
不
要
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

２
月
27
日
㈭
　
午
後
１
時
〜

４
時

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
3
０
２
会
議
室

内
容
　
◇
相
続
◇
遺
言
◇
成
年
後
見

な
ど

問
い
合
わ
せ
先
　
（
公
社
）
コ
ス
モ

ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
支
部
　
江
上
　
☎（
６
４

１
）２
５
０
１

相
続・遺
言・生
前
贈
与
等
に
関

す
る
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

３
月
１
日
㈯
　
午
後
１
時
〜

４
時
半

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
３
０
４
会
議
室

内
容
◇
相
続
◇
遺
言
◇
生
前
贈
与

◇
名
義
変
更
　
な
ど

相
談
員
行
政
書
士

申
込
方
法
電
話

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
き
き
ょ

う
の
会
　
中
村
　
☎（
９
２
６
）７
１

０
２

筑
紫
地
区
人
権（
悩
み
事
）相
談

（
予
約
不
要
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

期
日・会
場

◇
３
月
４
日
㈫
　
春

日
市
役
所
◇
３
月
６
日
㈭
　
大
野

城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
◇
３
月

７
日
㈮
　
太
宰
府
市
役
所
◇
３
月

11
日
㈫
　
博
多
南
駅
ビ
ル
◇
３
月

12
日
㈬
　
筑
紫
野
市
役
所

時
間
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

内
容
　
◇
い
じ
め
◇
差
別
◇
暴
力
◇

虐
待
◇
名
誉
き
損
◇
近
隣
の
も
め

事
◇
家
庭
内
の
も
め
事
◇
セ
ク
ハ

ラ・ス
ト
ー
カ
ー
　
な
ど

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、職

員
が
毎
日（
土・日
曜
日
、祝
日
を

除
く
）、人
権
擁
護
委
員
が
月・水・

金
曜
日
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫

支
局
総
務
課
　
☎（
９
２
２
）２
８

８
１

ふ
ー
ち
ゃ
ん
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

公
開
講
座

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

　
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
原
則
や
活
動
紹
介

な
ど
の
講
座
で
す
。

日
時
　
２
月
25
日
㈫
　
午
前
10
時

半
〜
11
時
半

生
活
福
祉
資
金
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
相
談
な
ど
、生
活
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
の
整
理
に
役

立
つ
講
座
で
す
。

日
時
　
３
月
25
日
㈫
　
午
前
10
時

半
〜
11
時
半

　
　
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
　

大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
☎（
５
７
２
）７
７
０
０

福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会

事
業
者
向
け
無
料
セ
ミ
ナ
ー

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

日
時
　
３
月
６
日
㈭
　
午
後
１
時

半
〜
４
時
40
分

会
場
　
ま
ど
か
ぴ
あ
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

弁
護
士・社
会
保
険
労
務
士

に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

や
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
労
務
管
理

申
込
方
法
　
電
話（
先
着
順
）

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

福
岡

県
社
会
保
険
労
務
士
会
福
岡
南

支
部
事
務
局
　
☎（
４
１
４
）８
８

０
５

赤
十
字
講
習
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

救
急
法
基
礎
講
習

対
象
者
15
歳
以
上

日
時
　
３
月
11
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

必
要
な
も
の
　
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装

受
講
料
　
１
５
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
３
月
１
日
㈯（
必
着
）

救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

対
象
者

15
歳
以
上
の
救
急
法
基
礎

講
習
修
了
者（
認
定
証
発
行
日
か

ら
５
年
以
内
）

日
時
　
３
月
12
日
㈬・13
日
㈭
　
午

前
９
時
半
〜
午
後
５
時

必
要
な
も
の
◇
筆
記
用
具
◇
昼
食

◇
実
技
が
で
き
る
服
装
◇
赤
十
字

救
急
法
基
礎
講
習
認
定
証

受
講
料
　
２
１
０
０
円（
教
材
費・保

険
料
）

申
込
期
限
　
３
月
２
日
㈰（
必
着
）

定
員
　
各
40
人（
先
着
）

内
容
　
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防

止
や
救
命・応
急
手
当
な
ど

会
場
　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

〔
福
岡
市
南
区
大
楠
〕

申
込
方
法

◇
は
が
き
◇
Ｆ
Ａ
Ｘ
◇

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
講
習
名
、開
催

日
、会
場
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、性

別
、生
年
月
日
、郵
便
番
号
、住

所
、電
話
番
号
を
記
入
）

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

日
本

赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事
業
課

講
習
普
及
係〔
〒
８
１
５‐８
５
０

３
　
福
岡
市
南
区
大
楠
３‐１‐

１
〕
☎（
５
２
３
）１
１
７
２
　
　

（
５
２
１
）２
５
５
２

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
点
字
、視
覚
障
が
い
者
の

支
援
に
関
心
が
あ
り
、最
後
ま
で
出

席
で
き
る
人

日
時
　
４
月
１
日
㈫
〜
７
月
１
日
㈫

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
12
回
）

会
場
　
Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
４
階
会
議
室

〔
福
岡
市
中
央
区
長
浜
〕

内
容
　
◇
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
養
成

◇
点
字
文
化
に
触
れ
る

定
員
20
人（
先
着
）

申
込
開
始
　
３
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｋ
Ｂ

Ｃ
開
発
㈱
点
字
教
室
係
　
☎（
７

５
１
）４
０
７
０
　
　（
７
１
５
）１

１
４
８

宅
建（
宅
地
建
物
取
引
士
）

講
習

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
時

４
月
15
日
㈫
〜
７
月
22
日
㈫

火・金
曜
日
　
午
後
６
時
半
〜
９

時（
最
終
日
は
午
後
８
時
半
ま
で
）

全
27
回・67
時
間

※
４
月
29
日（
祝・火
）、５
月
６
日

（
振・火
）は
休
講

会
場
　
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

（
福
岡
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容
　
不
動
産
取
引
業
務
に
欠
か
せ

な
い
資
格「
宅
地
建
物
取
引
士
」の

受
験
対
策
講
習

定
員
25
人（
先
着
）

受
講
料
　
６
万
２
０
０
０
円（
参
考
書

代
、問
題
集
代
、資
料
代
、消
費
税

を
含
む
）

申
込
開
始
　
３
月
４
日
㈫
　
午
前
９
時

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先

職
業

訓
練
法
人
福
岡
地
区
職
業
訓
練

協
会
　
☎（
６
７
１
）６
８
３
１
　

　（
６
７
２
）２
１
３
３

※
受
講
料
の
記
述
の
な
い
講
習
・

教
室
は
無
料

講
習
・
講
座

わたしと本わたしと本 5

「
み
ん
な
あ
か
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
」

鈴
木
ま
も
る

（
小
峰
書
店
）

双
子
を
お
腹

に
授
か
っ
た
と

き
、
母
親
が
「
夫
婦
で
一
緒
に
読
む
ん

だ
よ
」と
、渡
し
て
く
れ
た
こ
の
絵
本
。

妊
娠
し
た
お
母
さ
ん
か
ら
始
ま
り
、
３

歳
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
の
あ
ら
ゆ
る

表
情
・
動
作
・
成
長
過
程
が
、
細
か
で

か
わ
い
い
絵
で
、
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
実
感
の
な
か
っ
た
妊
娠
期
は
不

安
を
抱
え
つ
つ
本
を
眺
め
、
怒
涛
の
双

子
育
児
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
「
あ
〜
こ

れ
、
や
る
や
る
！
」
と
笑
顔
に
な
り
、

双
子
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
は「
こ
れ
、

あ
な
た
も
良
く
や
っ
て
た
の
よ
」
と
一

緒
に
読
み
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
今

は
懐
か
し
さ
と
共
に
じ
っ
く
り
味
わ
い

な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
自
分
も
こ
の
愛

お
し
い
時
期
が
あ
り
、
愛
情
を
も
ら
っ

て
き
た
ん
だ
な
と
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た

人
々
、「
み
ん
な
」
を
大
切
に
し
た
く

な
る
絵
本
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
芸
術
文
化

担
当

☎（
５
８
０
）１
９
９
６

◇
ま
ど
か
ぴ
あ
図
書
館

☎（
５
８
６
）４
０
１
０

あ
そ
び
お
ど
り
企
画
　
オ
ド
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
代
表
　
岩
下
愛

「
チ
キ
カ
ン
グ
ー
」

樋
勝
朋
巳

（
こ
ぐ
ま
社
）

色
ん
な
場
所
で
、
色
ん
な
人
と
ダ
ン

ス
を
す
る
、
と
い
う
事
を
職
業
に
し
て

い
ま
す
が
、
作
品
制
作
の
ア
イ
デ
ア
を

絵
本
か
ら
も
ら
う
事
が
あ
り
ま
す
。
保

育
士
さ
ん
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
踊
り

出
す
絵
本
が
あ
る
よ
！
と
紹
介
さ
れ
た

こ
の
本
。
タ
イ
ト
ル
は
「
チ
キ
カ
ン
グ

ー
」。
な
ん
て
わ
く
わ
く
す
る
言
葉
の

リ
ズ
ム
で
し
ょ
う
！

　
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
い
る
犬
が
、
タ
ン
バ
リ
ン
を
持
っ
て

「
チ
キ
カ
ー
ン
グ
ー
」
と
、
歩
い
て
い

る
。
猫
・
お
い
も
・
人
間
（
多
分
）
と
、

リ
ズ
ム
を
唱
え
る
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
く
る
。

そ
れ
だ
け
な
の
に
、
読
む
人
の
心
が
ど

ん
ど
ん
踊
り
出
し
、
読
む
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
体
を
使
っ
て
リ
ズ
ム
で
お
し
ゃ

べ
り
し
た
く
な
る
。
そ
ん
な
絵
本
で
す
。

一
昨
年
、
ま
ど
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
絵
本
と
ダ
ン
ス
」
で

チ
キ
カ
ン
グ
ー
を
読
み
、
大
人
も
子
ど

も
も
み
ん
な
で
輪
に
な
り
、
踊
っ
て
・

叫
ん
で
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
す
て
き

な
思
い
出
で
す
。

本の紹介を通して、皆さんも特別な一冊を見つけてみませんか。
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医療機関を受診すべきか迷ったときは
救急医療情報センター　☎（471）0099 または ☎＃7119
小児救急医療電話相談　☎＃8000

休日当番医 【診療時間】  午前９時～午後５時

◆急患の場合に限ります。
◆当番医は変更されることがあるため事前に病院へ確
認してください。掲載していない休日当番医と夜間当
番医についても、次のいずれかで確かめてください。

市ホームページ→
消防署　☎（584）1191
　市役所　☎（501）2211

23（祝・日）

■大野城市役所
市役所・地域行政センターのご案内

■地域行政センター（コミュニティセンター内）
【開館時間】午前９時～午後９時
【休館日】毎月第3火曜日(祝日の場合はその次の平日)、

年末年始(12月28日～１月４日）
南地域行政センター ☎（596）0917 中央地域行政センター ☎（573）3151
東地域行政センター ☎（504）1433 北地域行政センター ☎（513）0226

https://www.city.onojo.fukuoka.jp/
広報は市ホームページでも見ることができます。

【開庁時間】平日午前８時半～午後５時、週末窓口サービス第２・４土曜日午前９
時半～午後０時半
【閉庁日】土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
【コールセンター】毎日午前８時～午後９時
☎（501）2211／    （501）2394　　 cc@city.onojo.fukuoka.jp

水道漏水修理業者
市指定業者が当番で対応します。共同住宅の親メーターよりも建物側での漏水は、共同住宅の管理者に相談してください。
◆下大利団地（UR都市機構）：㈱西日本住宅サービス　☎（865）4961　休日・12月29日～１月３日・時間外は日本総合住生活㈱　☎（861）2525
◆月の浦県営住宅：福岡県住宅供給公社　☎（713）1683　休日・12月29日～１月３日・時間外は県営住宅緊急通報受信センター　☎（751）9686
◆公道での漏水：上下水道工務課水道・浄水担当　☎（580）1925　休日・12月29日～１月３日・時間外は市役所コールセンター　☎（501）2211

大野城市宅内漏水修理当番業者 受付時間　午前８時半～午後５時☎（595）1486

交通人身事故
死者数
傷者数
自転車

高齢者（65歳以上）
飲酒運転

刑法犯認知件数※
火災発生

22
0
25
7
8
0
47
2

－5
0

－16
1
－4
0
5
1

359
2

426
74
125
1

605
14

12月中 令和6年累計昨年度月比 ※刑法犯認知件数につ
いては、福岡県警察本
部の情報提供を基に
しています。

交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）

駐車場は台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関を利用してください。

※○申は申し込みが必要です。申済は発行日時点で申込受付終了。

筑紫地区小児救急診療体制

※上記診療時間内でも状況により、小児科医ではない救急診療 
　部の医師が診療する場合があります。
※受け付けは全て午後９時までですが、病院の状況によっては
　早めに終了する場合があります。
※対象年齢については、事前に病院へ問い合わせてください。

月・水・金曜日

火・木・土曜日

上記曜日の祝日
日曜日

上記曜日の祝日

午後５時～９時半

午後５時～９時半

午前９時～午後９時半

午前９時～午後９時半
福岡大学
筑紫病院

福岡
徳洲会
病院

筑紫野市俗明院
１-１-１
☎（921）1011

春日市須玖北
４-５
☎（573）6622

診療時間曜日 住所・電話番号医療機関

15㈯ ここふるワークショップ「ひな人形を作ろう！」〔心のふるさと館〕（～16日㈰）

17㈪ 心のふるさと館休館日
あかちゃん広場（中央地区）〔れいわ子ども情報センター〕

18㈫
コミュニティセンター休館日
ほっこり写真展〔心のふるさと館〕（～３月２日㈰）

19㈬ まどかぴあ休館日（第１・３水曜日）
つくってみよう〔れいわ子ども情報センター〕

20㈭ まどかパーク、赤坂・旭ケ丘テニスコート休館日

26㈬
27㈭ 子育て講習会〔れいわ子ども情報センター〕

目加田誠生誕120周年記念「偃武修文の心、馬を華山に帰す」〔心のふるさと館〕（～４月６日㈰）

16㈰

24（振・月）

のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕
ここふるカタカタレース〔心のふるさと館〕（～22日㈯）21㈮

納期限（国民健康保険税９期、介護保険料９期、後期高齢者医療保険料８期）
のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕28㈮

３月収集分粗大ごみ申込締切日　☎（501)2211
（土・日曜日、祝日も午前８時から午後９時まで受付）

心のふるさと館休館日
のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕
史跡環境整備サポーター事業〔水城ゆめ広場〕

25㈫

週末窓口サービス〔市役所〕（第２・４土曜日）
ここふる体験工房「春の和菓子作り」〔心のふるさと館〕（～23日（祝・日））
しょうわキッズデイ「折り紙」〔心のふるさと館〕（～23日（祝・日））
市民星空観望会「冬の大三角」〔北コミュニティセンター〕

22㈯

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
１
カ
月

半
と
な
り
ま
し
た
。
冬
の
終
わ
り

か
ら
春
へ
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
す

る
こ
の
時
期
は
、
新
し
い
年
度
に

向
け
て
の
準
備
期
間
で
、
生
活
の

変
化
、
人
の
変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
変
化
」
へ
の
適
応
を
求
め

ら
れ
る
時
期
だ
と
感
じ
ま
す
。

変
化
に
は
不
安
がつ
き
も
の
で
す
。

現
状
か
ら
変
わ
る
時
、
何
か
ら
変

わ
れ
ば
い
い
の
か
、
何
を
整
理
し

て
、
何
処
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の

か
、選
択
に
困
る
時
が
あ
り
ま
す
。

選
択
に
は
答
え
が
無
い
か
ら
、
自

分
で
決
定
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
と
て
も
辛

い
時
も
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、
変

化
を
受
け
入
れ
、
前
進
し
た
先
に

は
、
新
た
な
発
見
や
出
会
い
が
あ

り
、
心
が
満
た
さ
れ
る
瞬
間
も
確

か
に
あ
り
ま
す
。

　
変
化
を
恐
れ
ず
、
少
し
ず
つ
で

も
イ
イ
！
大
き
く
無
く
て
も
イ

イ
！
前
進
し
続
け
た
い
。
そ
う
、

思
い
ま
す
。そ
し
て
ど
ん
な
時
も
、

ウ
キ
ウ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
な
自
分
に

出
会
う
選
択
を
し
続
け
た
い
も
の

で
す
。

死
ぬ
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
、
死
ぬ

ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し
、
人
生
「JO

Y

」

に
生
き
て
い
け
た
ら
、
み
ん
な

「HAPPY

」
で
す
ね
☆   

◯C

受診医療機関の相談は、福岡県救急医療電話相談 ☎#7119
に連絡してください。

申済
申済

申済

申済

申済

歯科休日急患診療
【診療時間】  午前９時～午後１時
ちくし休日急患歯科診療所〔春日市〕　☎（571）0118
※日曜日、祝日、お盆、年末年始の歯科休診に対応しています。
※診療先は変更となる場合がありますので、事前に連絡をして
　受診してください。

内：安永クリニック〔春日市〕

内・外：自衛隊福岡病院〔春日市〕

外：さもと脳神経外科クリニック〔上大利〕

☎（573）6003

☎（581）0431

☎（595)2626

16日（日）

☎（918）5055

☎（921）1011

☎（926）3131

内：別府病院〔太宰府市〕

内・外：福岡大学筑紫病院〔筑紫野市〕

外：北城整形外科医院〔筑紫野市〕

23日（祝・日）

☎（922）3303

☎（922）9001

☎（555）9940

☎（573）6622

内：伊藤医院〔筑紫野市〕

内：丸山病院〔太宰府市〕

外：島本脳神経外科〔太宰府市〕

外：福岡徳洲会病院〔春日市〕

24日（振・月）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
テ
ー
マ
に
そ
って
対
話
し
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
を
深
め
、

明
日
か
ら
の
活
動
を
後
押
し
す
る
つ

ど
い
で
す
。

対
象
者

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
人・団
体
◇
地
域
の
活
動

に
関
わって
い
る
人
◇
そ
の
他
、関

心
の
あ
る
人
　
な
ど

日
時
　
３
月
８
日
㈯
　
午
後
１
時
半

〜
４
時（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

会
場
ま
ど
か
ぴ
あ
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で

私
た
ち
は
ど
こ
ま
で
受
容
し
合
え

る
の
か
？

申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈮

申
込
方
法
　
申
込
フォー
ム

問
い
合
わ
せ
先
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
☎（
５
７
２
）７
７
０
０

主
婦
友・マ
マ
友
サ
ポ
ー
ト
＆

子
育
て
応
援
事
業「
ス
マ
イ
ル

フ
レ
ン
ズ
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
月
の
テ
ー
マ
　
コ
ラ
ボ
企
画「
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン
」

日
時
　
３
月
12
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

11
時
半

会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　

多
目
的
室・中
会
議
室

内
容
　
◇
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
レッ

ス
ン
◇
セ
ル
フ
ハ
ン
ド
エ
ス
テ
　
な

ど
定
員

10
人（
先
着
順
）

参
加
費
　
３
０
０
円(

お
茶
代
含
む)

※

こ
ど
も
連
れ
は
、託
児
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
１
人
　
３
０
０
円
）

申
込
方
法
　
申
込
フ
ォ
ー
ム

※

読
み
込
み
が
で
き
な
い
場
合
や
送

信
後
に
完
了
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

場
合
は
、連
絡
し
て
く
だ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
11
日
㈫（
託
児
利

用
は
３
月
６
日
㈭
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
５
７
２
）５
５
２
９

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

案
内
書
配
布
期
間
　
２
月
26
日
㈬
〜

３
月
13
日
㈭

受
付
期
間
　
３
月
５
日
㈬
〜
13
日
㈭

案
内
書
配
布
場
所
　
◇
市
役
所
１

階
総
合
案
内・新
館
３
階
財
産
管

理
課
◇
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

◇
県
庁（
総
合
案
内
所・県
営
住

宅
課
）◇
県
内
の
各
市（
区
）役
所・

町
村
役
場
◇
各
地
区
県
民
情
報

コ
ー
ナ
ー（
北
九
州・筑
後・筑
豊・

京
築
）

申
込
方
法
　
送
付（
申
込
書
は
募
集

案
内
書
に
添
付
）

※
募
集
す
る
団
地
や
募
集
戸
数
な
ど

は
、案
内
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理

課
　
☎（
７
８
１
）８
０
２
９

第
46
回
大
野
城
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
市
民
、ま
た
は
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※

濃
淡
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る

こ
と
。

※

男
子
チ
ー
ム
に
は
、女
子
の
参
加
を

認
め
る
。

期
日
　
３
月
20
日（
祝・木
）、23
日

㈰
、30
日
㈰

会
場
ま
ど
か
パ
ー
ク
　
総
合
体
育
館

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
　
５
０
０
０
円

※

傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈮

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
市
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
　
岩
本
裕

介
　
☎(

５
９
５)

０
４
１
５

ス
ポ
ー
ツ
募
集

申込フォーム
スマイルフレンズ
公式LINE

※
費
用
の
記
述
の
な
い
イ
ベン
ト
は

無
料

イ
ベ
ン
ト

※
費
用
の
記
述
の
な
い
事
業
は
無
料

募
集

申込フォーム

202025年２月15日号21 2025年２月15日号 大野城市役所  〒816-8510 大野城市曙町2-2-1  コールセンター・（代）☎（501）2211  （501）2394 ☎　   市外局番の記載のない場合は全て（092）です。



お知らせコーナー市民カレンダー 2 月

大
文
字

医療機関を受診すべきか迷ったときは
救急医療情報センター　☎（471）0099 または ☎＃7119
小児救急医療電話相談　☎＃8000

休日当番医 【診療時間】  午前９時～午後５時

◆急患の場合に限ります。
◆当番医は変更されることがあるため事前に病院へ確
認してください。掲載していない休日当番医と夜間当
番医についても、次のいずれかで確かめてください。

市ホームページ→
消防署　☎（584）1191
　市役所　☎（501）2211

23（祝・日）

■大野城市役所
市役所・地域行政センターのご案内

■地域行政センター（コミュニティセンター内）
【開館時間】午前９時～午後９時
【休館日】毎月第3火曜日(祝日の場合はその次の平日)、

年末年始(12月28日～１月４日）
南地域行政センター ☎（596）0917 中央地域行政センター ☎（573）3151
東地域行政センター ☎（504）1433 北地域行政センター ☎（513）0226

https://www.city.onojo.fukuoka.jp/
広報は市ホームページでも見ることができます。

【開庁時間】平日午前８時半～午後５時、週末窓口サービス第２・４土曜日午前９
時半～午後０時半
【閉庁日】土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
【コールセンター】毎日午前８時～午後９時
☎（501）2211／    （501）2394　　 cc@city.onojo.fukuoka.jp

水道漏水修理業者
市指定業者が当番で対応します。共同住宅の親メーターよりも建物側での漏水は、共同住宅の管理者に相談してください。
◆下大利団地（UR都市機構）：㈱西日本住宅サービス　☎（865）4961　休日・12月29日～１月３日・時間外は日本総合住生活㈱　☎（861）2525
◆月の浦県営住宅：福岡県住宅供給公社　☎（713）1683　休日・12月29日～１月３日・時間外は県営住宅緊急通報受信センター　☎（751）9686
◆公道での漏水：上下水道工務課水道・浄水担当　☎（580）1925　休日・12月29日～１月３日・時間外は市役所コールセンター　☎（501）2211

大野城市宅内漏水修理当番業者 受付時間　午前８時半～午後５時☎（595）1486

交通人身事故
死者数
傷者数
自転車

高齢者（65歳以上）
飲酒運転

刑法犯認知件数※
火災発生

22
0
25
7
8
0
47
2

－5
0

－16
1
－4
0
5
1

359
2

426
74
125
1

605
14

12月中 令和6年累計昨年度月比 ※刑法犯認知件数につ
いては、福岡県警察本
部の情報提供を基に
しています。

交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）交通事故・刑法犯認知件数・火災発生件数（市内分）

駐車場は台数に限りがありますので、できる限り公共交通機関を利用してください。

※○申は申し込みが必要です。申済は発行日時点で申込受付終了。

筑紫地区小児救急診療体制

※上記診療時間内でも状況により、小児科医ではない救急診療 
　部の医師が診療する場合があります。
※受け付けは全て午後９時までですが、病院の状況によっては
　早めに終了する場合があります。
※対象年齢については、事前に病院へ問い合わせてください。

月・水・金曜日

火・木・土曜日

上記曜日の祝日
日曜日

上記曜日の祝日

午後５時～９時半

午後５時～９時半

午前９時～午後９時半

午前９時～午後９時半
福岡大学
筑紫病院

福岡
徳洲会
病院

筑紫野市俗明院
１-１-１
☎（921）1011

春日市須玖北
４-５
☎（573）6622

診療時間曜日 住所・電話番号医療機関

15㈯ ここふるワークショップ「ひな人形を作ろう！」〔心のふるさと館〕（～16日㈰）

17㈪ 心のふるさと館休館日
あかちゃん広場（中央地区）〔れいわ子ども情報センター〕

18㈫
コミュニティセンター休館日
ほっこり写真展〔心のふるさと館〕（～３月２日㈰）

19㈬ まどかぴあ休館日（第１・３水曜日）
つくってみよう〔れいわ子ども情報センター〕

20㈭ まどかパーク、赤坂・旭ケ丘テニスコート休館日

26㈬
27㈭ 子育て講習会〔れいわ子ども情報センター〕

目加田誠生誕120周年記念「偃武修文の心、馬を華山に帰す」〔心のふるさと館〕（～４月６日㈰）

16㈰

24（振・月）

のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕
ここふるカタカタレース〔心のふるさと館〕（～22日㈯）21㈮

納期限（国民健康保険税９期、介護保険料９期、後期高齢者医療保険料８期）
のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕28㈮

３月収集分粗大ごみ申込締切日　☎（501)2211
（土・日曜日、祝日も午前８時から午後９時まで受付）

心のふるさと館休館日
のびのび広場〔れいわ子ども情報センター〕
史跡環境整備サポーター事業〔水城ゆめ広場〕

25㈫

週末窓口サービス〔市役所〕（第２・４土曜日）
ここふる体験工房「春の和菓子作り」〔心のふるさと館〕（～23日（祝・日））
しょうわキッズデイ「折り紙」〔心のふるさと館〕（～23日（祝・日））
市民星空観望会「冬の大三角」〔北コミュニティセンター〕

22㈯

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
１
カ
月

半
と
な
り
ま
し
た
。
冬
の
終
わ
り

か
ら
春
へ
と
移
り
変
わ
ろ
う
と
す

る
こ
の
時
期
は
、
新
し
い
年
度
に

向
け
て
の
準
備
期
間
で
、
生
活
の

変
化
、
人
の
変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
変
化
」
へ
の
適
応
を
求
め

ら
れ
る
時
期
だ
と
感
じ
ま
す
。

変
化
に
は
不
安
がつ
き
も
の
で
す
。

現
状
か
ら
変
わ
る
時
、
何
か
ら
変

わ
れ
ば
い
い
の
か
、
何
を
整
理
し

て
、
何
処
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の

か
、選
択
に
困
る
時
が
あ
り
ま
す
。

選
択
に
は
答
え
が
無
い
か
ら
、
自

分
で
決
定
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
と
て
も
辛

い
時
も
あ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、
変

化
を
受
け
入
れ
、
前
進
し
た
先
に

は
、
新
た
な
発
見
や
出
会
い
が
あ

り
、
心
が
満
た
さ
れ
る
瞬
間
も
確

か
に
あ
り
ま
す
。

　
変
化
を
恐
れ
ず
、
少
し
ず
つ
で

も
イ
イ
！
大
き
く
無
く
て
も
イ

イ
！
前
進
し
続
け
た
い
。
そ
う
、

思
い
ま
す
。そ
し
て
ど
ん
な
時
も
、

ウ
キ
ウ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
な
自
分
に

出
会
う
選
択
を
し
続
け
た
い
も
の

で
す
。

死
ぬ
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
、
死
ぬ

ま
で
ワ
ク
ワ
ク
し
、
人
生
「JO

Y

」

に
生
き
て
い
け
た
ら
、
み
ん
な

「HAPPY

」
で
す
ね
☆   

◯C

受診医療機関の相談は、福岡県救急医療電話相談 ☎#7119
に連絡してください。

申済
申済

申済

申済

申済

歯科休日急患診療
【診療時間】  午前９時～午後１時
ちくし休日急患歯科診療所〔春日市〕　☎（571）0118
※日曜日、祝日、お盆、年末年始の歯科休診に対応しています。
※診療先は変更となる場合がありますので、事前に連絡をして
　受診してください。

内：安永クリニック〔春日市〕

内・外：自衛隊福岡病院〔春日市〕

外：さもと脳神経外科クリニック〔上大利〕

☎（573）6003

☎（581）0431

☎（595)2626

16日（日）

☎（918）5055

☎（921）1011

☎（926）3131

内：別府病院〔太宰府市〕

内・外：福岡大学筑紫病院〔筑紫野市〕

外：北城整形外科医院〔筑紫野市〕

23日（祝・日）

☎（922）3303

☎（922）9001

☎（555）9940

☎（573）6622

内：伊藤医院〔筑紫野市〕

内：丸山病院〔太宰府市〕

外：島本脳神経外科〔太宰府市〕

外：福岡徳洲会病院〔春日市〕

24日（振・月）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
テ
ー
マ
に
そ
って
対
話
し
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
を
深
め
、

明
日
か
ら
の
活
動
を
後
押
し
す
る
つ

ど
い
で
す
。

対
象
者

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
人・団
体
◇
地
域
の
活
動

に
関
わって
い
る
人
◇
そ
の
他
、関

心
の
あ
る
人
　
な
ど

日
時
　
３
月
８
日
㈯
　
午
後
１
時
半

〜
４
時（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

会
場
ま
ど
か
ぴ
あ
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で

私
た
ち
は
ど
こ
ま
で
受
容
し
合
え

る
の
か
？

申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈮

申
込
方
法
　
申
込
フォー
ム

問
い
合
わ
せ
先
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
☎（
５
７
２
）７
７
０
０

主
婦
友・マ
マ
友
サ
ポ
ー
ト
＆

子
育
て
応
援
事
業「
ス
マ
イ
ル

フ
レ
ン
ズ
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
月
の
テ
ー
マ
　
コ
ラ
ボ
企
画「
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン
」

日
時
　
３
月
12
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

11
時
半

会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　

多
目
的
室・中
会
議
室

内
容
　
◇
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
レッ

ス
ン
◇
セ
ル
フ
ハ
ン
ド
エ
ス
テ
　
な

ど
定
員

10
人（
先
着
順
）

参
加
費
　
３
０
０
円(

お
茶
代
含
む)

※

こ
ど
も
連
れ
は
、託
児
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。（
１
人
　
３
０
０
円
）

申
込
方
法
　
申
込
フ
ォ
ー
ム

※

読
み
込
み
が
で
き
な
い
場
合
や
送

信
後
に
完
了
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

場
合
は
、連
絡
し
て
く
だ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
11
日
㈫（
託
児
利

用
は
３
月
６
日
㈭
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
☎

（
５
７
２
）５
５
２
９

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

案
内
書
配
布
期
間
　
２
月
26
日
㈬
〜

３
月
13
日
㈭

受
付
期
間
　
３
月
５
日
㈬
〜
13
日
㈭

案
内
書
配
布
場
所
　
◇
市
役
所
１

階
総
合
案
内・新
館
３
階
財
産
管

理
課
◇
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

◇
県
庁（
総
合
案
内
所・県
営
住

宅
課
）◇
県
内
の
各
市（
区
）役
所・

町
村
役
場
◇
各
地
区
県
民
情
報

コ
ー
ナ
ー（
北
九
州・筑
後・筑
豊・

京
築
）

申
込
方
法
　
送
付（
申
込
書
は
募
集

案
内
書
に
添
付
）

※

募
集
す
る
団
地
や
募
集
戸
数
な
ど

は
、案
内
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理

課
　
☎（
７
８
１
）８
０
２
９

第
46
回
大
野
城
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

対
象
者
　
市
民
、ま
た
は
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※

濃
淡
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る

こ
と
。

※

男
子
チ
ー
ム
に
は
、女
子
の
参
加
を

認
め
る
。

期
日
　
３
月
20
日（
祝・木
）、23
日

㈰
、30
日
㈰

会
場
ま
ど
か
パ
ー
ク
　
総
合
体
育
館

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
　
５
０
０
０
円

※

傷
害
保
険
は
各
自
で
加
入

申
込
期
限
　
２
月
28
日
㈮

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
　
市
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
　
岩
本
裕

介
　
☎(

５
９
５)

０
４
１
５

ス
ポ
ー
ツ
募
集

申込フォーム
スマイルフレンズ
公式LINE

※
費
用
の
記
述
の
な
い
イ
ベン
ト
は

無
料

イ
ベ
ン
ト

※
費
用
の
記
述
の
な
い
事
業
は
無
料

募
集

申込フォーム
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　５つのソーシャルメディアでも情報発信を行っています。ごみ収集日の通知や道路・
公園の不具合の通報機能などLINEには便利な機能もあります。ぜひ、見てみてください。

市のソーシャルメディア 「dボタン広報誌」でも
大野城市の情報を発信しています
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　新年最初は、大牟田市からゲストで「ジャー坊」を
向かえ、ジャンボ版大野ジョーかるたを使った「キャ
ラクターかるた対決」や、参加者のお友達とダイナビ
ジョンを使って絵札の間違い探しなど、お正月遊びを
して楽しみました。
このイベントでは、大野ジョーと、まどかちゃん
と触れ合えます。開催情報は大野ジョー公式SNSで
随時更新中！みんなで、大野ジョーとまどかちゃんと
一緒にあそぼ♪

　「大野ジョーかるた」は、心のふるさと館とプロモー
ション推進課（本館３階）で販売中。家族やお友達と
一緒に楽しんでみてはいかがですか？

去年12月に開催された「船越義珍杯第16回少年世
界空手道選手権大会」で見事優勝した本市在住の松
原湊太さん（19～21歳男子形の部）と小山ゆらさ
ん（12歳女子形の部）が市長を表敬訪問しました。
　２人は同じ晟心館道場に所属しており、今回の世
界大会をはじめ、数多くの大会で好成績を収めてい
ます。この訪問では、試合に挑む姿勢や世界一に輝
いた感想、今後の抱負などを力強く語り、更なる高
みに向け、気合い十分でした。
松原さん、小山さんの今後の活躍を期待しています。

QR code for
English page

外国人向けに広報 「大野城」 の情報をホームページに掲載しています。
Useful information for foreign residents selected from the city magazine “ONOJO”is available on Onojo City’s web site.

掲載している内容は、２月３日㈪時点のものです。

未来をひらく
にぎわいとやすらぎの
コミュニティ都市

大野城市

●主な内容
「令和６年度住民税非課税世帯給付金（１世帯当たり３万円）」および
「こども加算給付金（児童１人当たり２万円）」について ２

市民公益活動促進プラットホームを知っていますか？ ４

令和７年国勢調査調査員を募集します 13
❶テレビのチャンネルを
KBC（1ch）にあわせます。

❷リモコンの「dボタン」を
押します。
❸「dボタン広報誌」を選び、
「決定ボタン」を押します。
※使っているリモコンによりボタンの
　位置は異なります。

【表紙写真】　竹炭焼き体験（１月18日㈯、19日㈰）

12
19

木
大野城から世界一へ
空手道　松原湊太さん・小山ゆらさん
市長表敬訪問

心のふるさと館で毎月第１～３土曜・日曜に開
催しているここふるワークショップ。１月はまも
なく来る節分に合わせて、豆まきで使う鬼やお多
福のお面を作りました。
　５種類のお面の下絵から好きなものを選んで色
を塗り、はさみで切り抜いて、最後に帯を貼ると
お面のできあがり。想像を超えたカラフルな色使
い、個性あふれる鬼やお多福が完成して、職員も
驚かされました。お面を頭に着けたまま館内のあ
ちこちに出没する子どもたちの姿に、来館者も春
のおとずれを感じて楽しんでくれたようです。

1
18

土
鬼は外、福は内
ここふるワークショップ
「節分のお面を作ろう！」

1
18

土
大野ジョー＆まどかちゃんとあそぼ（１月）
大野ジョーかるたで遊ぼう！窯づめ 窯焚口用粘土作り 焚き口作り

火入れ 窯閉め 炭出し ▲大野ジョーかるた
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